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夢のあるまちづくりを市民の皆さまと

特集 当初予算

９名の議員が市政を問う

2

7

20

三重総合高校吹奏楽部による
議場コンサートを開催



　令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
予
算
は
、

３
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間

の
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
案
は
、
骨
格
予
算

の
提
案
で
総
額
２
７
３
億
５

千
万
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

　「骨
格
予
算
」と
は
、義
務

的
経
費
を
中
心
に
編
成
し
た

予
算
の
こ
と
で
す
。

　春
に
選
挙
が
あ
る
た
め
、

自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
変
わ
る

と
政
策
も
変
わ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
で
、
そ
の
余
地
を

残
し
て
い
ま
す
。

　選
挙
後
の
６
月
議
会
に
お

い
て
、
そ
の
年
度
の
新
規
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
「
肉

付
け
予
算
」
と
い
い
ま
す
。

骨
格
予
算
と

　
　
　

 

肉
づ
け
予
算

①市税など

②地方交付金

③国庫支出金

④県支出金

⑤市債

⑥その他

みなさまからの税金

繰入金及び繰越金

財産収入及び諸収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

寄附金

国からの配分（税金）

国からの補助金など

県からの補助金など

借りるお金

地方消費税交付金など

歳入合計

33億9,900万円

21億1,300万円

2億8,400万円

4億2,000万円

2億8,400万円

2億4,100万円

105億2,600万円

40億1,600万円

27億1,000万円

19億　　　　円

14億5,800万円

273億5,000万円

12.4%

7.7%

1.0%

1.5%

1.0%

0.9%

38.5%

14.7%

9.9%

6.9%

5.3%

100%

４.8%

6.1%

16.9%

△2.3%

△12.9%

0%

0.6%

28.1%

10.4%

△64.7%

△5.0%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳入

基金残高

　①　：自主財源（豊後大野市自前のお金） 67億4,000万円
②～⑥：依存財源（国や県からのお金） 206億1,000万円

一般会計基金残高

　財政調整基金

　減債基金

　特定目的基金

　定額運用基金

特別会計基金合計

153億5,900万円

54億3,500万円

7億3,000万円

90億9,400万円

　1億　　　　円

　9億3,200万円

△11.8%

△6.7%

△63.6%

△4.0%

0%

△13.9%

前年度より21億9,900万円減

基金残高合計（貯金）＝162億9,100万円

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

その他

福祉などに使うお金

借りているお金の返済

土木工事など

市の衛生環境費用など

農林業の振興のために

消防や防災のために

商工業振興や観光振興

議会活動の経費

災害復旧費など

歳出合計

87億9,100万円

43億8,700万円

21億　800万円

29億3,800万円

20億6,700万円

27億7,200万円

20億6,900万円

11億3,700万円

3億6,800万円

1億7,800万円

5億3,500万円

273億5,000万円

32.1%

16.0%

7.7%

10.7%

7.6%

10.1%

7.6%

4.2%

1.3%

0.7%

2.0%

100%

△0.1%

△2.8%

△52.6%

△1.5%

30.6%

8.2%

△5.6%

△21.4%

△15.6%

△5.8%

87.7%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳出

国民健康保険特別会計    

後期高齢者医療特別会計    

介護保険特別会計    

浄化槽施設特別会計    

42億9,700万円

8億1,200万円

66億8,300万円

2,800万円

△7.1%

0.4%

1.2%

△9.7%

10万円単位四捨五入 前年比特別会計当初予算

市債残高
一般会計市債残高

浄化槽施設

上水道

病院事業

下水道

260億6,000万円

2,400万円

26億9,800万円

　19億　300万円

5億7,200万円

3.3%

△7.7%

△4.6%

△7.2%

前年度より4億7,700万円増

市債残高合計（借金）＝312億5,700万円

計上された新規事業一部紹介
・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

給与や全般的な管理事務に関す
る経費
学校教育や生涯学習スポーツ振
興など

273億5,000万円骨格予算
６月議会にて、肉付け予算の提案があります。

　 市長選挙の年なので骨格となる予算のみ令和７年度予算

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

＊

＊義務的経費…歳出のうち、法律や法令によって支出が義務付けられている経費。
　　　　　　　人件費、扶助費、公債費が該当する。
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け
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①市税など

②地方交付金

③国庫支出金

④県支出金

⑤市債

⑥その他

みなさまからの税金

繰入金及び繰越金

財産収入及び諸収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金
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国からの配分（税金）

国からの補助金など

県からの補助金など
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一般会計市債残高
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上水道
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△7.2%

前年度より4億7,700万円増

市債残高合計（借金）＝312億5,700万円

計上された新規事業一部紹介
・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
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・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
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・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
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9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
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101,349千円
4,604千円
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給与や全般的な管理事務に関す
る経費
学校教育や生涯学習スポーツ振
興など

273億5,000万円骨格予算
６月議会にて、肉付け予算の提案があります。

　 市長選挙の年なので骨格となる予算のみ令和７年度予算

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで
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＊

＊義務的経費…歳出のうち、法律や法令によって支出が義務付けられている経費。
　　　　　　　人件費、扶助費、公債費が該当する。
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①市税など

②地方交付金

③国庫支出金

④県支出金

⑤市債

⑥その他

みなさまからの税金

繰入金及び繰越金

財産収入及び諸収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

寄附金

国からの配分（税金）

国からの補助金など

県からの補助金など

借りるお金

地方消費税交付金など

歳入合計

33億9,900万円

21億1,300万円

2億8,400万円

4億2,000万円

2億8,400万円

2億4,100万円

105億2,600万円

40億1,600万円

27億1,000万円

19億　　　　円

14億5,800万円

273億5,000万円

12.4%

7.7%

1.0%

1.5%

1.0%

0.9%

38.5%

14.7%

9.9%

6.9%

5.3%

100%

４.8%

6.1%

16.9%

△2.3%

△12.9%

0%

0.6%

28.1%

10.4%

△64.7%

△5.0%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳入

基金残高

　①　：自主財源（豊後大野市自前のお金） 67億4,000万円
②～⑥：依存財源（国や県からのお金） 206億1,000万円

一般会計基金残高

　財政調整基金

　減債基金

　特定目的基金

　定額運用基金

特別会計基金合計

153億5,900万円

54億3,500万円

7億3,000万円

90億9,400万円

　1億　　　　円

　9億3,200万円

△11.8%

△6.7%

△63.6%

△4.0%

0%

△13.9%

前年度より21億9,900万円減

基金残高合計（貯金）＝162億9,100万円

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

その他

福祉などに使うお金

借りているお金の返済

土木工事など

市の衛生環境費用など

農林業の振興のために

消防や防災のために

商工業振興や観光振興

議会活動の経費

災害復旧費など

歳出合計

87億9,100万円

43億8,700万円

21億　800万円

29億3,800万円

20億6,700万円

27億7,200万円

20億6,900万円

11億3,700万円

3億6,800万円

1億7,800万円

5億3,500万円

273億5,000万円

32.1%

16.0%

7.7%

10.7%

7.6%

10.1%

7.6%

4.2%

1.3%

0.7%

2.0%

100%

△0.1%

△2.8%

△52.6%

△1.5%

30.6%

8.2%

△5.6%

△21.4%

△15.6%

△5.8%

87.7%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳出

国民健康保険特別会計    

後期高齢者医療特別会計    

介護保険特別会計    

浄化槽施設特別会計    

42億9,700万円

8億1,200万円

66億8,300万円

2,800万円

△7.1%

0.4%

1.2%

△9.7%

10万円単位四捨五入 前年比特別会計当初予算

市債残高
一般会計市債残高

浄化槽施設

上水道

病院事業

下水道

260億6,000万円

2,400万円

26億9,800万円

　19億　300万円

5億7,200万円

3.3%

△7.7%

△4.6%

△7.2%

前年度より4億7,700万円増

市債残高合計（借金）＝312億5,700万円

計上された新規事業一部紹介
・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

給与や全般的な管理事務に関す
る経費
学校教育や生涯学習スポーツ振
興など

273億5,000万円骨格予算
６月議会にて、肉付け予算の提案があります。

　 市長選挙の年なので骨格となる予算のみ令和７年度予算

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

＊

＊義務的経費…歳出のうち、法律や法令によって支出が義務付けられている経費。
　　　　　　　人件費、扶助費、公債費が該当する。

　特集

　当初
予
算

　特集

　当初
予
算

　令
和
７
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
予
算
は
、

３
月
11
日
・
12
日
の
２
日
間

の
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査

さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
案
は
、
骨
格
予
算

の
提
案
で
総
額
２
７
３
億
５

千
万
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

　「骨
格
予
算
」と
は
、義
務

的
経
費
を
中
心
に
編
成
し
た

予
算
の
こ
と
で
す
。

　春
に
選
挙
が
あ
る
た
め
、

自
治
体
の
ト
ッ
プ
が
変
わ
る

と
政
策
も
変
わ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
で
、
そ
の
余
地
を

残
し
て
い
ま
す
。

　選
挙
後
の
６
月
議
会
に
お

い
て
、
そ
の
年
度
の
新
規
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
を
「
肉

付
け
予
算
」
と
い
い
ま
す
。

骨
格
予
算
と

　
　
　

 

肉
づ
け
予
算

①市税など

②地方交付金

③国庫支出金

④県支出金

⑤市債

⑥その他

みなさまからの税金

繰入金及び繰越金

財産収入及び諸収入

使用料及び手数料

分担金及び負担金

寄附金

国からの配分（税金）

国からの補助金など

県からの補助金など

借りるお金

地方消費税交付金など

歳入合計

33億9,900万円

21億1,300万円

2億8,400万円

4億2,000万円

2億8,400万円

2億4,100万円

105億2,600万円

40億1,600万円

27億1,000万円

19億　　　　円

14億5,800万円

273億5,000万円

12.4%

7.7%

1.0%

1.5%

1.0%

0.9%

38.5%

14.7%

9.9%

6.9%

5.3%

100%

４.8%

6.1%

16.9%

△2.3%

△12.9%

0%

0.6%

28.1%

10.4%

△64.7%

△5.0%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳入

基金残高

　①　：自主財源（豊後大野市自前のお金） 67億4,000万円
②～⑥：依存財源（国や県からのお金） 206億1,000万円

一般会計基金残高

　財政調整基金

　減債基金

　特定目的基金

　定額運用基金

特別会計基金合計

153億5,900万円

54億3,500万円

7億3,000万円

90億9,400万円

　1億　　　　円

　9億3,200万円

△11.8%

△6.7%

△63.6%

△4.0%

0%

△13.9%

前年度より21億9,900万円減

基金残高合計（貯金）＝162億9,100万円

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費

その他

福祉などに使うお金

借りているお金の返済

土木工事など

市の衛生環境費用など

農林業の振興のために

消防や防災のために

商工業振興や観光振興

議会活動の経費

災害復旧費など

歳出合計

87億9,100万円

43億8,700万円

21億　800万円

29億3,800万円

20億6,700万円

27億7,200万円

20億6,900万円

11億3,700万円

3億6,800万円

1億7,800万円

5億3,500万円

273億5,000万円

32.1%

16.0%

7.7%

10.7%

7.6%

10.1%

7.6%

4.2%

1.3%

0.7%

2.0%

100%

△0.1%

△2.8%

△52.6%

△1.5%

30.6%

8.2%

△5.6%

△21.4%

△15.6%

△5.8%

87.7%

△7.1%

10万円単位四捨五入 比率 前年比一般会計当初予算　歳出

国民健康保険特別会計    

後期高齢者医療特別会計    

介護保険特別会計    

浄化槽施設特別会計    

42億9,700万円

8億1,200万円

66億8,300万円

2,800万円

△7.1%

0.4%

1.2%

△9.7%

10万円単位四捨五入 前年比特別会計当初予算

市債残高
一般会計市債残高

浄化槽施設

上水道

病院事業

下水道

260億6,000万円

2,400万円

26億9,800万円

　19億　300万円

5億7,200万円

3.3%

△7.7%

△4.6%

△7.2%

前年度より4億7,700万円増

市債残高合計（借金）＝312億5,700万円

計上された新規事業一部紹介
・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

・市政施行２０周年記念事業・・・・・・
・旧緒方工業跡地整備事業・・・・・・・
・コミュニティ助成事業・・・・・・・・
・地域共生社会構築体制整備事業・・・・・
・重層的支援体制整備事業・・・・・・・
・定額減税不足給付金事業・・・・・・
・地域介護予防活動支援事業・・・・・・
・包括的支援事業・・・・・・・・・・・
・生活支援体制整備事業・・・・・・・・
・妊婦のための支援給付交付金事業・・・

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

9,924千円
16,401千円
16,200千円

500千円
16,685千円

101,349千円
4,604千円

86,943千円
10,568千円
16,045千円

給与や全般的な管理事務に関す
る経費
学校教育や生涯学習スポーツ振
興など

273億5,000万円骨格予算
６月議会にて、肉付け予算の提案があります。

　 市長選挙の年なので骨格となる予算のみ令和７年度予算

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

飼い主のいない猫の不妊去勢に要する費用に
対する補助が新設されました。
　補助率1/2　
　補助対象上限：メス 1万円　オス 5千円　　
＊詳細は、環境衛生課担当まで

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

123,921千円
180千円

1,070千円
607千円

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

・認定こども園整備事業・・・・
・特用作物振興対策事業・・・・・・
・スマート畜産推進対策事業・・・
・演劇活動者育成事業・・・・・・・

＊

＊義務的経費…歳出のうち、法律や法令によって支出が義務付けられている経費。
　　　　　　　人件費、扶助費、公債費が該当する。

　特集

　当初
予
算

　特集

　当初
予
算
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令和６年度一般会計補正予算（第10号）

4億4,436万2千円 《一般会計予算総額》
335億6,119万円追加

３月５日議決　第１０号補正予算の一部を紹介

地籍調査事業の増額
★地籍調査事業における県支出金の追加交付に伴い、
　調査地区を追加し事業実施するため

1億7,739万円↑

教育・保育施設運営事業費の増額
★国が定める特定教育・保育等に要する費用の額の
　算定に係る公定価格の引き上げのため

1億1,884万1千円↑

□減債基金積立金 8,006万2千円↑
□公共施設整備基金積立金5,000万円↑

□保育対策総合支援事業補助金559万5千円↓
□保育所等業務効率化推進事業補助金 157万円↓
□きらきら子育てゆめ基金
　積立金 3億33万5千円↑5,000万円↑

□商業活性化支援事業補助金

□貨物事業者運送事業者物価高騰対策支援金

プレミアム商品券の発行事業に
補助金を交付 6,770万円↑

4,121万5千円↑

飼料高騰対策事業の追加
★配合飼料価格の高騰の影響を受けている畜産農家の
　経営安定を図るため

サウナのまち推進事業の増額 児童福祉事務費の補正
★「国民の安心・安全と持続的な成長に
　向けた総合経済対策」における「ロー
　カル10,000プロジェクト」（地域経済
　循環創造事業）に取り組むため

1,505万6千円
商工業推進事業の増額
★事業者等の支援のため

地域交通事業者等
事業継続支援金の増額
★物価高騰を受けている公共交通事業者の
　事業継続を支えるため

基金運営管理事業の増額
★令和６年度普通交付税の追加交付があったため

437万2千円↑

30%
プレミアム率

　補正
予
算
の
一
部
紹
介

▼

飼
料
を
食
べ
る
牛
の
様
子

▲令和５年度実施のプレミアム商品券の
　チラシ（現在は終了しています）

第１回定例会解説
第１回定例会は、２月２１日～３月１７日に次について審議されました。
　議会は通常年に４回開催され、３月議会は今年になって１回目の議会なので第１回定例会といい
ます。条例改正や補正予算の審議、常任委員会、令和７年度予算審議等も行いました。閉会日に全
てが可決され閉会しました。
　また、各常任委員会では、議会版事務事業評価に対する執行部からの回答について予算特別委員
会で質疑を行うかなど協議しました。

・条例の一部改正　　７件
・条例制定　　　　　１件
・協議　　　　　　　１件
・財産の無償譲渡　　１件
・財産の取得　　　　１件
・補正予算
　（特別会計含む）　　５件
・当初予算
　（特別会計含む）　　９件
・委員の選任　　　　２件

議案　２７件

議員発議　１件

　開会日に上程（議事日程に
組み入れて本会議の議案とし
て取り扱う）された案件は
２７件でした。　　
　公平委員会委員、固定資産
評価審査委員会委員の選任に
ついては、開会日に同意され
ました。
　３月５日に、一般会計補正
予算第１０号、特別会計補正
予算４議案が可決されまし
た。
　閉会日に、議員発議を含む
すべての議案が可決されまし
た。

・豊後大野市議会の個人情報
の保護に関する条例の一部
改正について

第１回定例会

※ただし夏休み、冬休みなどは午前9:30～午後6:00
　（詳しくは児童館にお尋ねください）

朝地児童館を廃止、大野児童館の休館日及び開館時間の見直し。
（豊後大野市児童館条例の一部改正）

豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正。

条文の一部変更（抜粋）

〇職員に対する介護両立支援制度にかかる研修の実施
〇介護両立支援制度等に関する相談体制の整備
〇その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置

令和７年４月より　子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充等を図る
　　　　　　　　　ため条例の一部を改正します。

豊後大野市朝地児童館を廃止→朝地児童クラブへ移行
豊後大野市三重ふれあい児童館開館　午前9:30～午後6:00
豊後大野市大野児童館開館　　　　※午後1:00～午後6:00

・育児又は介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限

・勤務環境の改善に関する措置
３歳に満たない子のある職員

配偶者と父母、子、配偶者の父母他規則で定めるものの介護をするため、以下の３点が新たに
明記されました。

小学校就学の始期に達するまでの子のある職員

　第
１
回
定
例
会
・
条
例
改
正

▲朝地児童クラブ（内観）
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令和６年度一般会計補正予算（第10号）

4億4,436万2千円 《一般会計予算総額》
335億6,119万円追加

３月５日議決　第１０号補正予算の一部を紹介

地籍調査事業の増額
★地籍調査事業における県支出金の追加交付に伴い、
　調査地区を追加し事業実施するため

1億7,739万円↑

教育・保育施設運営事業費の増額
★国が定める特定教育・保育等に要する費用の額の
　算定に係る公定価格の引き上げのため

1億1,884万1千円↑

□減債基金積立金 8,006万2千円↑
□公共施設整備基金積立金5,000万円↑

□保育対策総合支援事業補助金559万5千円↓
□保育所等業務効率化推進事業補助金 157万円↓
□きらきら子育てゆめ基金
　積立金 3億33万5千円↑5,000万円↑

□商業活性化支援事業補助金

□貨物事業者運送事業者物価高騰対策支援金

プレミアム商品券の発行事業に
補助金を交付 6,770万円↑

4,121万5千円↑

飼料高騰対策事業の追加
★配合飼料価格の高騰の影響を受けている畜産農家の
　経営安定を図るため

サウナのまち推進事業の増額 児童福祉事務費の補正
★「国民の安心・安全と持続的な成長に
　向けた総合経済対策」における「ロー
　カル10,000プロジェクト」（地域経済
　循環創造事業）に取り組むため

1,505万6千円
商工業推進事業の増額
★事業者等の支援のため

地域交通事業者等
事業継続支援金の増額
★物価高騰を受けている公共交通事業者の
　事業継続を支えるため

基金運営管理事業の増額
★令和６年度普通交付税の追加交付があったため

437万2千円↑

30%
プレミアム率

　補正
予
算
の
一
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▼

飼
料
を
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べ
る
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子

▲令和５年度実施のプレミアム商品券の
　チラシ（現在は終了しています）

第１回定例会解説
第１回定例会は、２月２１日～３月１７日に次について審議されました。
　議会は通常年に４回開催され、３月議会は今年になって１回目の議会なので第１回定例会といい
ます。条例改正や補正予算の審議、常任委員会、令和７年度予算審議等も行いました。閉会日に全
てが可決され閉会しました。
　また、各常任委員会では、議会版事務事業評価に対する執行部からの回答について予算特別委員
会で質疑を行うかなど協議しました。

・条例の一部改正　　７件
・条例制定　　　　　１件
・協議　　　　　　　１件
・財産の無償譲渡　　１件
・財産の取得　　　　１件
・補正予算
　（特別会計含む）　　５件
・当初予算
　（特別会計含む）　　９件
・委員の選任　　　　２件

議案　２７件

議員発議　１件

　開会日に上程（議事日程に
組み入れて本会議の議案とし
て取り扱う）された案件は
２７件でした。　　
　公平委員会委員、固定資産
評価審査委員会委員の選任に
ついては、開会日に同意され
ました。
　３月５日に、一般会計補正
予算第１０号、特別会計補正
予算４議案が可決されまし
た。
　閉会日に、議員発議を含む
すべての議案が可決されまし
た。

・豊後大野市議会の個人情報
の保護に関する条例の一部
改正について

第１回定例会

※ただし夏休み、冬休みなどは午前9:30～午後6:00
　（詳しくは児童館にお尋ねください）

朝地児童館を廃止、大野児童館の休館日及び開館時間の見直し。
（豊後大野市児童館条例の一部改正）

豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正。

条文の一部変更（抜粋）

〇職員に対する介護両立支援制度にかかる研修の実施
〇介護両立支援制度等に関する相談体制の整備
〇その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置

令和７年４月より　子の年齢に応じた柔軟な働き方を実現するための措置の拡充等を図る
　　　　　　　　　ため条例の一部を改正します。

豊後大野市朝地児童館を廃止→朝地児童クラブへ移行
豊後大野市三重ふれあい児童館開館　午前9:30～午後6:00
豊後大野市大野児童館開館　　　　※午後1:00～午後6:00

・育児又は介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限

・勤務環境の改善に関する措置
３歳に満たない子のある職員

配偶者と父母、子、配偶者の父母他規則で定めるものの介護をするため、以下の３点が新たに
明記されました。

小学校就学の始期に達するまでの子のある職員
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一般質問
という名の
政策提案

川野市長に、ズバッと質問ビシッと提言
9名の議員が登壇

豊後大野市民病院について
豊後大野市図書館について
三重町と清川町の悪臭問題について
関係人口交流拠点施設cocomioについて
ネパール出張について
過疎化対策について

●川野　辰徳（８ページ）

豊後大野市消費生活センターについて
地域おこし協力隊について

「大分の野菜畑」について
学校給食について

●佐藤　昭生（８ページ）

重層的支援体制整備事業について
●原田　健蔵（１０ページ）

常備消防体制について
●吉藤　里美（８ページ）

防災・減災について
地域福祉の取組は
鳥獣被害の状況は

●衞藤　竜哉（１０ページ）

令和７年４月からスタートする予定の重層的支援体制
整備事業について
子どもの健やかな未来のための取組について
通学時の安全対策について

●高野　辰代（１０ページ）

自治会で設置する防犯カメラに対する補助金
の新設について
県道三重新殿線の次の交通対策について

●工藤　秀典（１２ページ）

働く場の確保について
市長、市議会議員選挙の投票率について

●後藤　雅克（１２ページ）

小学校のカリキュラムに、そろばんの時間を
取り入れたらいかがか
プレミアム商品券の発行について
合併前から存在する自治会の公民館の耐震化
について
人口減少を食い止めるための壮大なプロジェ
クトについて

●春野　慶司（１２ページ）

　２月２７日、２８日に行われた一般質問には９名の議員が登壇し、過疎化対策、学校給食、重層
的支援、防災・減災、交通対策、働く場の確保など２６項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開
しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下
に掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただ
けます。

※一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。
　　　　　　  一般質問は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人６０分以内の一問一答方式で行っています。

3月も白熱！
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。
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各議員の議案に対する賛否の状況（令和７年第１回定例会）
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豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及
び豊後大野市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて
豊後大野市児童館条例の一部改正について
豊後大野市子ども・子育て支援法に基づく過料に関す
る条例の一部改正について
豊後大野市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正について
豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について
豊後大野市水道企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正について
豊後大野市病院企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正について
豊後大野市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正について

他の普通地方公共団体の公の施設を豊後大野市の住
民の利用に供させることに関する協議について
財産の無償譲渡について
財産の取得について

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第10号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第3号）
令和6年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第2号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第4号）
令和6年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算
（第2号）

令和7年度豊後大野市一般会計予算
令和7年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算
令和7年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算
令和7年度豊後大野市介護保険特別会計予算
令和7年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算
令和7年度豊後大野市電気事業特別会計予算
令和7年度豊後大野市上水道特別会計予算
令和7年度豊後大野市下水道特別会計予算
令和7年度豊後大野市病院事業特別会計予算

豊後大野市公平委員会委員の選任について
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて

条例の一部改正等

一般

補正予算

予算

選任
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一般質問
という名の
政策提案

川野市長に、ズバッと質問ビシッと提言
9名の議員が登壇

豊後大野市民病院について
豊後大野市図書館について
三重町と清川町の悪臭問題について
関係人口交流拠点施設cocomioについて
ネパール出張について
過疎化対策について

●川野　辰徳（８ページ）

豊後大野市消費生活センターについて
地域おこし協力隊について

「大分の野菜畑」について
学校給食について

●佐藤　昭生（８ページ）

重層的支援体制整備事業について
●原田　健蔵（１０ページ）

常備消防体制について
●吉藤　里美（８ページ）

防災・減災について
地域福祉の取組は
鳥獣被害の状況は

●衞藤　竜哉（１０ページ）

令和７年４月からスタートする予定の重層的支援体制
整備事業について
子どもの健やかな未来のための取組について
通学時の安全対策について

●高野　辰代（１０ページ）

自治会で設置する防犯カメラに対する補助金
の新設について
県道三重新殿線の次の交通対策について

●工藤　秀典（１２ページ）

働く場の確保について
市長、市議会議員選挙の投票率について

●後藤　雅克（１２ページ）

小学校のカリキュラムに、そろばんの時間を
取り入れたらいかがか
プレミアム商品券の発行について
合併前から存在する自治会の公民館の耐震化
について
人口減少を食い止めるための壮大なプロジェ
クトについて

●春野　慶司（１２ページ）

　２月２７日、２８日に行われた一般質問には９名の議員が登壇し、過疎化対策、学校給食、重層
的支援、防災・減災、交通対策、働く場の確保など２６項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開
しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しております。また、議員の写真下
に掲載しているＱＲコードをスマートフォンで読み取ることで、一般質問の録画中継がご覧いただ
けます。

※一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。
　　　　　　  一般質問は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人６０分以内の一問一答方式で行っています。

3月も白熱！
※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　田嶋栄一議員は議長職のため表決権はありません。

川
野

　辰徳

衞
藤

　竜哉

赤
峰

　映洋

佐
藤

　辰己

小
野

　順一

沓
掛

　義範

川
野

　優治

首
藤

　正光

佐
藤

　昭生

春
野

　慶司

原
田

　健蔵

工
藤

　秀典

高
野

　辰代

後
藤

　雅克

嶺

　
　英治

吉
藤

　里美

穴
見

　眞児

新政会

議員名

件　名

会　　派　　名 れいめい会 緑政会 政友会 創生会 無会派
議
決
結
果

議
決
年
月
日

各議員の議案に対する賛否の状況（令和７年第１回定例会）

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日

3月17日
3月17日

3月5日

3月5日

3月5日

3月5日

3月5日

3月17日
3月17日
3月17日
3月17日
3月17日
3月17日
3月17日
3月17日
3月17日

2月21日

2月21日

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

同意

同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
×

○

○

○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○

豊後大野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及
び豊後大野市職員の育児休業等に関する条例の一部
改正について
豊後大野市職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて
豊後大野市児童館条例の一部改正について
豊後大野市子ども・子育て支援法に基づく過料に関す
る条例の一部改正について
豊後大野市行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部
改正について
豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について
豊後大野市水道企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正について
豊後大野市病院企業職員の給与の種類及び基準に関
する条例の一部改正について
豊後大野市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部改正について

他の普通地方公共団体の公の施設を豊後大野市の住
民の利用に供させることに関する協議について
財産の無償譲渡について
財産の取得について

令和6年度豊後大野市一般会計補正予算（第10号）
令和6年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予
算（第3号）
令和6年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第2号）
令和6年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算
（第4号）
令和6年度豊後大野市病院事業特別会計補正予算
（第2号）

令和7年度豊後大野市一般会計予算
令和7年度豊後大野市国民健康保険特別会計予算
令和7年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計予算
令和7年度豊後大野市介護保険特別会計予算
令和7年度豊後大野市浄化槽施設特別会計予算
令和7年度豊後大野市電気事業特別会計予算
令和7年度豊後大野市上水道特別会計予算
令和7年度豊後大野市下水道特別会計予算
令和7年度豊後大野市病院事業特別会計予算

豊後大野市公平委員会委員の選任について
豊後大野市固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて

条例の一部改正等

一般

補正予算

予算

選任
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　こ
れ
ま
で
４
回
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
反
響
が
あ
り
、
私
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
一
番
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
市
民
の

声
を
一
部
紹
介
す
る
。
開
館
日
数
が
県
下
で
下
か
ら
２
番

目
と
知
り
が
っ
か
り
し
た
。
他
市
と
比
べ
て
開
館
日
数
が

な
ぜ
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
。
職
員
に
能
力
が
な
い
の

か
。
中
学
生
が
私
の
事
務
所
の
前
を
通
る
が
、「
速
や
か

に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
受
験
期
の
２
月
に
休
館
日
が
多

く
、
議
員
さ
ん
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、
後
輩
の
た
め

に
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
き
つ
い
言
い
方
だ
が
、

今
ま
で
詭
弁
や
的
外
れ
な
回
答
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、

改
善
で
き
な
い
具
体
的
な
理
由
を
伺
う
。

　以
前
か
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

た
。
令
和
７
年
度
か
ら
開
館
日
を
増
や
し
て
利
便
性
向
上

豊
後
大
野
市
図
書
館
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る

を
図
り
、
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

　
　最
後
に
、
何
日
増
や
せ
る
の
か
伺
う
。

　12
月
28
日
か
ら
休
館
日
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
29
日
か

ら
と
し
、
１
日
増
や
せ
る
。
ま
た
、
資
料
整
理
日
を
こ
れ

ま
で
毎
月
１
回
行
っ
て
い
た
が
、
年
に
12
日
以
内
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
分
の
日
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
内
容
と
対
応
に
つ
い

て
。　相

談
内
容
は
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
訪
問
販
売
・

通
信
販
売
な
ど
事
業
者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
。
最
近
で
は

特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相
談
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
警
察
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
等
を
対
象

に
、
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
る
。

　
　本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
。

　所
属
先
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
１
人
、
商
工
観
光
課

が
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
状
況
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
提
供
事
業
者
へ
の
訪
問
を
通
じ
た
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
や
返
礼
品
の
情
報
発
信
、
宿
泊
施
設
の
運
営

支
援
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
発
信
な
ど
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
隊
員
の
経
験
や
ア
イ

デ
ア
を
十
分
に
活
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　第
五
次
農
業
振
興
計
画
策
定
に
向
け
て
新
た
な
園
芸

品
目
の
追
加
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　推
進
品
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
選
定
の
目
安

に
加
え
、
少
な
い
労
働
力
で
も
栽
培
で
き
る
か
、
販
路
や

市
場
の
需
要
が
あ
る
か
な
ど
検
討
す
る
。

　
　令
和
５
年
３
月
末
の
退
職
で
は
、
自
己
都
合
退
職
さ

れ
た
方
が
複
数
名
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
経
験
を
積
み
、

資
格
も
取
得
し
て
い
る
消
防
士
が
辞
め
て
い
く
こ
と
が
残

念
で
な
ら
な
い
し
、
本
市
の
消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
の
状
況
を
ど
う
お
考
え
か
。

　１
人
の
消
防
吏
員
を
育
成
す
る
に
は
、
歳
月
と
予
算
を

要
す
る
。
経
験
を
積
み
な
が
ら
成
長
し
、
後
輩
の
育
成
も

し
な
が
ら
、
是
非
と
も
職
員
全
員
が
定
年
退
職
ま
で
勤
め

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　２
月
17
日
の
大
分
合
同
新
聞
に
「
消
防
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
多
発
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
発
生
し
て
い
な
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
に
努
め
る
。

　
　新
聞
記
事
に
は
「
退
職
者
が
相
次
ぐ
本
部
も
あ
る
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
同
様
に
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
て
い
た
り
、
職
場
の
居
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
が
、
声
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
い
る
職
員
が
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
は
消
防
士
長
以
下
の
若
い

職
員
、
女
性
職
員
を
含
む
委
員
を
選
定
し
、
よ
り
意
見
の

言
い
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
。

問問答答

消
防
本
部
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
に
つ
い
て

組
織
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

答答

豊
後
大
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

相
談
窓
口
の
周
知
に
努
め
る

答答

問

問問問

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
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　こ
れ
ま
で
４
回
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
反
響
が
あ
り
、
私
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
一
番
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
市
民
の

声
を
一
部
紹
介
す
る
。
開
館
日
数
が
県
下
で
下
か
ら
２
番

目
と
知
り
が
っ
か
り
し
た
。
他
市
と
比
べ
て
開
館
日
数
が

な
ぜ
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
。
職
員
に
能
力
が
な
い
の

か
。
中
学
生
が
私
の
事
務
所
の
前
を
通
る
が
、「
速
や
か

に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
受
験
期
の
２
月
に
休
館
日
が
多

く
、
議
員
さ
ん
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、
後
輩
の
た
め

に
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
き
つ
い
言
い
方
だ
が
、

今
ま
で
詭
弁
や
的
外
れ
な
回
答
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、

改
善
で
き
な
い
具
体
的
な
理
由
を
伺
う
。

　以
前
か
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

た
。
令
和
７
年
度
か
ら
開
館
日
を
増
や
し
て
利
便
性
向
上

豊
後
大
野
市
図
書
館
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る

を
図
り
、
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

　
　最
後
に
、
何
日
増
や
せ
る
の
か
伺
う
。

　12
月
28
日
か
ら
休
館
日
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
29
日
か

ら
と
し
、
１
日
増
や
せ
る
。
ま
た
、
資
料
整
理
日
を
こ
れ

ま
で
毎
月
１
回
行
っ
て
い
た
が
、
年
に
12
日
以
内
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
分
の
日
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
内
容
と
対
応
に
つ
い

て
。　相

談
内
容
は
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
訪
問
販
売
・

通
信
販
売
な
ど
事
業
者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
。
最
近
で
は

特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相
談
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
警
察
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
等
を
対
象

に
、
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
る
。

　
　本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
。

　所
属
先
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
１
人
、
商
工
観
光
課

が
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
状
況
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
提
供
事
業
者
へ
の
訪
問
を
通
じ
た
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
や
返
礼
品
の
情
報
発
信
、
宿
泊
施
設
の
運
営

支
援
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
発
信
な
ど
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
隊
員
の
経
験
や
ア
イ

デ
ア
を
十
分
に
活
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　第
五
次
農
業
振
興
計
画
策
定
に
向
け
て
新
た
な
園
芸

品
目
の
追
加
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　推
進
品
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
選
定
の
目
安

に
加
え
、
少
な
い
労
働
力
で
も
栽
培
で
き
る
か
、
販
路
や

市
場
の
需
要
が
あ
る
か
な
ど
検
討
す
る
。

　
　令
和
５
年
３
月
末
の
退
職
で
は
、
自
己
都
合
退
職
さ

れ
た
方
が
複
数
名
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
経
験
を
積
み
、

資
格
も
取
得
し
て
い
る
消
防
士
が
辞
め
て
い
く
こ
と
が
残

念
で
な
ら
な
い
し
、
本
市
の
消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
の
状
況
を
ど
う
お
考
え
か
。

　１
人
の
消
防
吏
員
を
育
成
す
る
に
は
、
歳
月
と
予
算
を

要
す
る
。
経
験
を
積
み
な
が
ら
成
長
し
、
後
輩
の
育
成
も

し
な
が
ら
、
是
非
と
も
職
員
全
員
が
定
年
退
職
ま
で
勤
め

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　２
月
17
日
の
大
分
合
同
新
聞
に
「
消
防
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
多
発
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　ハ
ラ
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メ
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ト
は
発
生
し
て
い
な
い
。
ハ
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を
設
置
し
、
安
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場
環

境
に
努
め
る
。

　
　新
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記
事
に
は
「
退
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者
が
相
次
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本
部
も
あ
る
」

と
書
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て
お
り
、
本
市
で
も
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に
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る
。
ハ
ラ
ス
メ
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を
受
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い
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、
職
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の
居
づ
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を
感
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て
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が
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声
を
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げ
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ず
に
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が
い
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の
で
は
な

い
か
。
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メ
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防
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委
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消
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長
以
下
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若
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、
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を
含
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委
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を
選
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、
よ
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の

言
い
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
。
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ブ
で
も
一
番
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
市
民
の

声
を
一
部
紹
介
す
る
。
開
館
日
数
が
県
下
で
下
か
ら
２
番

目
と
知
り
が
っ
か
り
し
た
。
他
市
と
比
べ
て
開
館
日
数
が

な
ぜ
こ
ん
な
に
少
な
い
の
か
。
職
員
に
能
力
が
な
い
の

か
。
中
学
生
が
私
の
事
務
所
の
前
を
通
る
が
、「
速
や
か

に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
受
験
期
の
２
月
に
休
館
日
が
多

く
、
議
員
さ
ん
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
、
後
輩
の
た
め

に
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
き
つ
い
言
い
方
だ
が
、

今
ま
で
詭
弁
や
的
外
れ
な
回
答
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、

改
善
で
き
な
い
具
体
的
な
理
由
を
伺
う
。

　以
前
か
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

た
。
令
和
７
年
度
か
ら
開
館
日
を
増
や
し
て
利
便
性
向
上

豊
後
大
野
市
図
書
館
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る

を
図
り
、
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

　
　最
後
に
、
何
日
増
や
せ
る
の
か
伺
う
。

　12
月
28
日
か
ら
休
館
日
と
な
っ
て
い
た
も
の
を
29
日
か

ら
と
し
、
１
日
増
や
せ
る
。
ま
た
、
資
料
整
理
日
を
こ
れ

ま
で
毎
月
１
回
行
っ
て
い
た
が
、
年
に
12
日
以
内
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
分
の
日
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
　消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
内
容
と
対
応
に
つ
い

て
。　相

談
内
容
は
、
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
、
訪
問
販
売
・

通
信
販
売
な
ど
事
業
者
と
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
。
最
近
で
は

特
殊
詐
欺
に
関
す
る
相
談
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
警
察
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
等
を
対
象

に
、
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
る
。

　
　本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状
況
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
。

　所
属
先
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
１
人
、
商
工
観
光
課

が
２
人
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
状
況
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
提
供
事
業
者
へ
の
訪
問
を
通
じ
た
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
や
返
礼
品
の
情
報
発
信
、
宿
泊
施
設
の
運
営

支
援
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
観
光
情
報
発
信
な
ど
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
隊
員
の
経
験
や
ア
イ

デ
ア
を
十
分
に
活
か
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　第
五
次
農
業
振
興
計
画
策
定
に
向
け
て
新
た
な
園
芸

品
目
の
追
加
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　推
進
品
目
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
選
定
の
目
安

に
加
え
、
少
な
い
労
働
力
で
も
栽
培
で
き
る
か
、
販
路
や

市
場
の
需
要
が
あ
る
か
な
ど
検
討
す
る
。

　
　令
和
５
年
３
月
末
の
退
職
で
は
、
自
己
都
合
退
職
さ

れ
た
方
が
複
数
名
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
経
験
を
積
み
、

資
格
も
取
得
し
て
い
る
消
防
士
が
辞
め
て
い
く
こ
と
が
残

念
で
な
ら
な
い
し
、
本
市
の
消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
こ
の
状
況
を
ど
う
お
考
え
か
。

　１
人
の
消
防
吏
員
を
育
成
す
る
に
は
、
歳
月
と
予
算
を

要
す
る
。
経
験
を
積
み
な
が
ら
成
長
し
、
後
輩
の
育
成
も

し
な
が
ら
、
是
非
と
も
職
員
全
員
が
定
年
退
職
ま
で
勤
め

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　２
月
17
日
の
大
分
合
同
新
聞
に
「
消
防
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
多
発
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
発
生
し
て
い
な
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環

境
に
努
め
る
。

　
　新
聞
記
事
に
は
「
退
職
者
が
相
次
ぐ
本
部
も
あ
る
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
同
様
に
あ
る
。
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
受
け
て
い
た
り
、
職
場
の
居
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
が
、
声
を
あ
げ
ら
れ
ず
に
い
る
職
員
が
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
は
消
防
士
長
以
下
の
若
い

職
員
、
女
性
職
員
を
含
む
委
員
を
選
定
し
、
よ
り
意
見
の

言
い
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
る
。

問問答答

消
防
本
部
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
対
策
に
つ
い
て

組
織
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

答答

豊
後
大
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

相
談
窓
口
の
周
知
に
努
め
る

答答

問

問問問

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

消
防
長

消
防
長

消
防
長

問

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

「
大
分
の
野
菜
畑
」
に
つ
い
て

問商
工
観
光
課
長

農
業
振
興
課
長

問ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

問問

問問

＊

ブラッシュアップ…磨きをかける、さらに良くする、
　　　　　　　　　改善する、などの意味。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／川野　辰徳
か わ の　　たつのり

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／佐藤　昭生
さ と う　　あ き お

議員
（れいめい会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／吉藤　里美
よしふじ　　さ と み

議員
（新政会）

▲消防本部・消防署

▲豊後大野市図書館

▲

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　活
動
報
告
会
の
告
知
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｒ
７
年
３
月
１
日
）
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　４
月
か
ら
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
る
の
か
。

　相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
、
各
機
関
協
働
に
関
す
る
事
業
を
一
体
的
か
つ
重

層
的
に
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
持
つ
専
門
性
を
お
互

い
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
に

つ
い
て
は
他
機
関
協
働
事
業
へ
つ
な
ぎ
、
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
。

　
　簡
単
に
事
業
の
説
明
を
。

　地
域
づ
く
り
事
業
は
、
住
民
同
士
で
支
え
合
う
関
係
性

を
育
む
。
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
場
合
に

は
自
宅
訪
問
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
を
、
参
加
に
向
け

た
支
援
が
必
要
な
方
に
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
作
り
に
向

け
た
支
援
を
実
施
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
と
ど
う
違
う
の
か

従
来
の
相
談
支
援
体
制
を
維
持
し
な

が
ら
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る

　
　子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
が
充
実
し
た
が
、
医
療
で

は
な
か
な
か
治
癒
で
き
な
い
症
状
の
た
め
に
「
鍼
灸
治

療
」
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
。
無
償
化
の
対
象
に

な
ら
な
い
か
。

　保
険
適
用
に
な
ら
な
い
小
児
鍼
等
の
鍼
灸
治
療
に
つ
い

て
は
、
無
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
く
の
市
民
が
興
味
を
持
っ

た
良
い
企
画
だ
っ
た
。
防
災
・
減
災
の
継
続
的
な
企
画
に

期
待
し
た
い
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
主
催
で
「
巨
大
地
震
に
対

す
る
心
構
え
」
と
題
し
て
自
助
・
共
助
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
話
を
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
企
画
は
、
非
常
に
効
果

的
で
あ
る
と
実
感
し
た
の
で
、
Ｒ
７
年
度
以
降
も
継
続
し

て
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　人
口
減
少
、
高
齢
化
の
波
が
激
し
い
。
住
民
の
集
う

機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
福

祉
事
業
に
プ
ラ
ス
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

　事
業
の
維
持
、
継
続
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
積
極
的
な
活
動

の
参
画
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
団
体
や
事
業
者
等
の
も
と

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
　集
落
で
獣
害
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置

が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
の
把
握
等
の
調
査
は
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　市
内
で
２
０
４
か
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
取
組
や
情
報
を
猟
友
会
と
共
有
し
、
今
後
も
被
害
軽
減

の
情
報
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
　重
層
的
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
相
談
か
ら
支
援
計
画
の
作
成

や
実
施
ま
で
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
、
各
課
を
ま
た
い

だ
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
　体
制
整
備
の
必
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
。

　少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
個
人
や
地
域
が
抱
え
る
生
き
づ

ら
さ
や
問
題
の
複
雑
化
・
複
合
化
に
よ
り
、
一
つ
の
分
野

の
制
度
利
用
だ
け
で
は
個
人
や
世
帯
に
対
す
る
支
援
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
分
野
を
横
断
し
た
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　体
制
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　こ
れ
ま
で
福
祉
部
署
を
中
心
に
庁
内
の
連
携
会
議
を
行

い
、
相
談
の
受
付
方
法
や
連
携
の
仕
方
の
協
議
、
実
例
を

用
い
た
模
擬
支
援
会
議
や
研
修
等
を
実
施
。
４
月
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
分
野
を
超
え
た
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民

等
と
連
携
す
る
場
を
持
ち
、
課
題
を
共
有
し
、
円
滑
な
関

係
作
り
を
め
ざ
す
。

　
　福
祉
系
団
体
と
の
連
携
体
制
は
。

　社
協
と
は
地
域
福
祉
の
取
組
で
連
携
を
重
ね
、
障
が
い

者
の
相
談
機
関
や
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る

「
く
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
も
関
係
機
関
と
な
る
こ
と

か
ら
研
修
参
加
等
で
理
解
を
深
め
て
き
た
。

問問答答

Ｒ
７
年
度
か
ら
実
施
の
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

円
滑
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
取
り
組

む

問問答答

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
こ
れ

か
ら
の
取
組
は

Ｒ
７
年
度
以
降
も
継
続
し
て
行
う

問問答答

問

問 問問

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

問問生
活
福
祉
統
括
理
事

子
ど
も
の
健
や
か
な
未
来
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て

問問

鳥
獣
被
害
の
状
況
は

問 総
務
企
画
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

農
林
整
備
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

問社
会
福
祉
課
長

＊

アウトリーチ支援…支援が必要な方に対し、行政や支援機関などが
　　　　　　　　　情報、支援を届けること。

＊

くらし支援センター…「生活困窮者自立支援法」に基づく総合相談窓口。
　　　　　　　　　　市役所本庁舎１階に設置。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／高野　辰代
た か の　　た つ よ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

▲小児鍼の様子

▲重層的支援体制整備事業に関する研修の様子

▲防災シンポジウムの様子

　
　４
月
か
ら
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
る
の
か
。

　相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
、
各
機
関
協
働
に
関
す
る
事
業
を
一
体
的
か
つ
重

層
的
に
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
持
つ
専
門
性
を
お
互

い
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
に

つ
い
て
は
他
機
関
協
働
事
業
へ
つ
な
ぎ
、
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
。

　
　簡
単
に
事
業
の
説
明
を
。

　地
域
づ
く
り
事
業
は
、
住
民
同
士
で
支
え
合
う
関
係
性

を
育
む
。
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
場
合
に

は
自
宅
訪
問
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
を
、
参
加
に
向
け

た
支
援
が
必
要
な
方
に
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
作
り
に
向

け
た
支
援
を
実
施
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
と
ど
う
違
う
の
か

従
来
の
相
談
支
援
体
制
を
維
持
し
な

が
ら
包
括
的
に
相
談
を
受
け
止
め
る

　
　子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
が
充
実
し
た
が
、
医
療
で

は
な
か
な
か
治
癒
で
き
な
い
症
状
の
た
め
に
「
鍼
灸
治

療
」
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
。
無
償
化
の
対
象
に

な
ら
な
い
か
。

　保
険
適
用
に
な
ら
な
い
小
児
鍼
等
の
鍼
灸
治
療
に
つ
い

て
は
、
無
償
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
く
の
市
民
が
興
味
を
持
っ

た
良
い
企
画
だ
っ
た
。
防
災
・
減
災
の
継
続
的
な
企
画
に

期
待
し
た
い
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
主
催
で
「
巨
大
地
震
に
対

す
る
心
構
え
」
と
題
し
て
自
助
・
共
助
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
話
を
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
企
画
は
、
非
常
に
効
果

的
で
あ
る
と
実
感
し
た
の
で
、
Ｒ
７
年
度
以
降
も
継
続
し

て
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　人
口
減
少
、
高
齢
化
の
波
が
激
し
い
。
住
民
の
集
う

機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
福

祉
事
業
に
プ
ラ
ス
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

　事
業
の
維
持
、
継
続
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
積
極
的
な
活
動

の
参
画
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
団
体
や
事
業
者
等
の
も
と

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
　集
落
で
獣
害
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置

が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
の
把
握
等
の
調
査
は
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　市
内
で
２
０
４
か
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
取
組
や
情
報
を
猟
友
会
と
共
有
し
、
今
後
も
被
害
軽
減

の
情
報
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
　重
層
的
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
相
談
か
ら
支
援
計
画
の
作
成

や
実
施
ま
で
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
、
各
課
を
ま
た
い

だ
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
　体
制
整
備
の
必
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
。

　少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
個
人
や
地
域
が
抱
え
る
生
き
づ

ら
さ
や
問
題
の
複
雑
化
・
複
合
化
に
よ
り
、
一
つ
の
分
野

の
制
度
利
用
だ
け
で
は
個
人
や
世
帯
に
対
す
る
支
援
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
分
野
を
横
断
し
た
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　体
制
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　こ
れ
ま
で
福
祉
部
署
を
中
心
に
庁
内
の
連
携
会
議
を
行

い
、
相
談
の
受
付
方
法
や
連
携
の
仕
方
の
協
議
、
実
例
を

用
い
た
模
擬
支
援
会
議
や
研
修
等
を
実
施
。
４
月
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
分
野
を
超
え
た
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民

等
と
連
携
す
る
場
を
持
ち
、
課
題
を
共
有
し
、
円
滑
な
関

係
作
り
を
め
ざ
す
。

　
　福
祉
系
団
体
と
の
連
携
体
制
は
。

　社
協
と
は
地
域
福
祉
の
取
組
で
連
携
を
重
ね
、
障
が
い

者
の
相
談
機
関
や
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る

「
く
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
も
関
係
機
関
と
な
る
こ
と

か
ら
研
修
参
加
等
で
理
解
を
深
め
て
き
た
。
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度
か
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実
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を
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アウトリーチ支援…支援が必要な方に対し、行政や支援機関などが
　　　　　　　　　情報、支援を届けること。

＊

くらし支援センター…「生活困窮者自立支援法」に基づく総合相談窓口。
　　　　　　　　　　市役所本庁舎１階に設置。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／高野　辰代
た か の　　た つ よ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

▲小児鍼の様子

▲重層的支援体制整備事業に関する研修の様子

▲防災シンポジウムの様子
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。

　相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
、
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
支
援
、
各
機
関
協
働
に
関
す
る
事
業
を
一
体
的
か
つ
重

層
的
に
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
持
つ
専
門
性
を
お
互

い
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
事
例
に

つ
い
て
は
他
機
関
協
働
事
業
へ
つ
な
ぎ
、
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
。
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は
考
え
て
い
な
い
。

　
　防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
く
の
市
民
が
興
味
を
持
っ

た
良
い
企
画
だ
っ
た
。
防
災
・
減
災
の
継
続
的
な
企
画
に

期
待
し
た
い
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
主
催
で
「
巨
大
地
震
に
対

す
る
心
構
え
」
と
題
し
て
自
助
・
共
助
の
重
要
性
に
つ
い

て
講
話
を
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
企
画
は
、
非
常
に
効
果

的
で
あ
る
と
実
感
し
た
の
で
、
Ｒ
７
年
度
以
降
も
継
続
し

て
行
お
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　人
口
減
少
、
高
齢
化
の
波
が
激
し
い
。
住
民
の
集
う

機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
福

祉
事
業
に
プ
ラ
ス
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え

を
伺
う
。

　事
業
の
維
持
、
継
続
が
で
き
る
か
が
大
き
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
積
極
的
な
活
動

の
参
画
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
団
体
や
事
業
者
等
の
も
と

引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
　集
落
で
獣
害
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置

が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
状
の
把
握
等
の
調
査
は
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　市
内
で
２
０
４
か
所
の
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ

る
取
組
や
情
報
を
猟
友
会
と
共
有
し
、
今
後
も
被
害
軽
減

の
情
報
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　
　重
層
的
支
援
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　地
域
住
民
の
複
雑
化
、
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
相
談
か
ら
支
援
計
画
の
作
成

や
実
施
ま
で
一
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
、
各
課
を
ま
た
い

だ
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

　
　体
制
整
備
の
必
要
性
と
課
題
に
つ
い
て
。

　少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
個
人
や
地
域
が
抱
え
る
生
き
づ

ら
さ
や
問
題
の
複
雑
化
・
複
合
化
に
よ
り
、
一
つ
の
分
野

の
制
度
利
用
だ
け
で
は
個
人
や
世
帯
に
対
す
る
支
援
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、
分
野
を
横
断
し
た
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
　体
制
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

　こ
れ
ま
で
福
祉
部
署
を
中
心
に
庁
内
の
連
携
会
議
を
行

い
、
相
談
の
受
付
方
法
や
連
携
の
仕
方
の
協
議
、
実
例
を

用
い
た
模
擬
支
援
会
議
や
研
修
等
を
実
施
。
４
月
か
ら
の

実
施
に
向
け
、
分
野
を
超
え
た
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民

等
と
連
携
す
る
場
を
持
ち
、
課
題
を
共
有
し
、
円
滑
な
関

係
作
り
を
め
ざ
す
。

　
　福
祉
系
団
体
と
の
連
携
体
制
は
。

　社
協
と
は
地
域
福
祉
の
取
組
で
連
携
を
重
ね
、
障
が
い

者
の
相
談
機
関
や
、
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る

「
く
ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
等
も
関
係
機
関
と
な
る
こ
と

か
ら
研
修
参
加
等
で
理
解
を
深
め
て
き
た
。

問問答答

Ｒ
７
年
度
か
ら
実
施
の
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

円
滑
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
取
り
組

む

問問答答

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
こ
れ

か
ら
の
取
組
は

Ｒ
７
年
度
以
降
も
継
続
し
て
行
う

問問答答

問

問 問問

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

問問生
活
福
祉
統
括
理
事

子
ど
も
の
健
や
か
な
未
来
の
た
め
の
取

組
に
つ
い
て

問問

鳥
獣
被
害
の
状
況
は

問 総
務
企
画
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

農
林
整
備
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

社
会
福
祉
課
長

問社
会
福
祉
課
長

＊

アウトリーチ支援…支援が必要な方に対し、行政や支援機関などが
　　　　　　　　　情報、支援を届けること。

＊

くらし支援センター…「生活困窮者自立支援法」に基づく総合相談窓口。
　　　　　　　　　　市役所本庁舎１階に設置。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／高野　辰代
た か の　　た つ よ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／衞藤　竜哉
え と う　　た つ や

議員
（無会派）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／原田　健蔵
は ら だ　　けんぞう

議員
（れいめい会）

▲小児鍼の様子

▲重層的支援体制整備事業に関する研修の様子

▲防災シンポジウムの様子
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　県
道
三
重
新
殿
線
の
完
全
開
通
の
予
定
は
。

　県
の
予
算
が
未
確
定
で
あ
る
た
め
現
段
階
で
は
未
定
。

　
　今
後
の
計
画
は
。

　令
和
６
年
度
の
工
事
内
容
は
、
大
野
川
に
架
か
る
２
号

線
の
橋
脚
の
完
成
と
２
号
線
の
上
部
工
に
つ
い
て
、
今
後

架
設
作
業
に
入
る
。

　
　中
九
州
横
断
道
路
に
準
ず
る
道
路
の
新
設
を
、
県
や

国
に
要
望
し
て
は
い
か
が
か
。

　本
市
と
し
て
は
、
ま
ず
事
業
進
捗
中
で
あ
る
県
道
三
重

新
殿
線
バ
イ
パ
ス
及
び
中
九
州
横
断
道
路
の
早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
む
。

県
道
三
重
新
殿
線
開
通
後
の
次
の
交

通
対
策
は

早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
む

　
　高
齢
者
を
行
方
不
明
に
さ
せ
な
い
た
め
に
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　認
知
症
高
齢
者
等
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
「
徘

徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
本
年
１
月
末
現
在
１
２
５
人
を
登
録
。
本
事
業
の

趣
旨
に
賛
同
し
協
力
い
た
だ
け
る
法
人
、
事
業
所
51
事
業

所
が
登
録
。
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
位
置
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
有
し
た
専
用
端
末
を
貸

与
し
て
お
り
、
本
年
１
月
末
現
在
で
７
人
を
登
録
し
て
い

る
。

　
　川
野
市
長
の
掲
げ
た
公
約
の
一
つ
「
働
く
場
の
確

保
」
に
つ
い
て
、
市
長
２
期
目
４
年
間
の
実
績
と
公
約
実

現
の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
。

　主
な
実
績
は
、
医
療
機
器
製
造
企
業
の
工
場
増
設
、
食

品
加
工
企
業
の
設
備
投
資
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
工
場
増
設

等
、
３
事
業
者
に
助
成
を
し
、
新
規
雇
用
の
創
出
に
努
め

た
。　関

係
人
口
交
流
拠
点
施
設
で
は
、
13
件
の
創
業
支
援
が

で
き
た
。

　農
業
分
野
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事

業
」
で
は
、
Ｒ
３
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
に
、
９
組
18
人

が
市
内
で
就
農
し
た
。

　本
年
度
か
ら
「
豊
後
大
野
市
企
業
誘
致
促
進
及
び
創
業

支
援
基
金
」
を
創
設
し
、
企
業
側
が
提
示
す
る
様
々
な
進

出
条
件
に
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
誘
致

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　具
体
的
な
政
策
は
県
と
市
が
連
携
し
、
工
業
団
地
適
地

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
早
期
に
工
場
用
地
を
整
備
し
、

企
業
側
に
情
報
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
る
工
業
用
水
確
保
の
試
掘
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
結
果
や
、
策
定
中
の
企
業
誘
致
推
進
プ
ラ
ン

を
活
用
し
、
戦
略
的
に
誘
致
活
動
を
行
う
予
定
。
引
き
続

き
、
直
面
し
て
い
る
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題
の
人
口
減
少

を
克
服
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
、
着
実
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　文
科
省
の
指
導
要
綱
に
３
、
４
年
次
に
そ
ろ
ば
ん
の

授
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
現
状
は

２
年
間
で
４
〜
５
時
間
の
授
業
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
立

命
館
小
学
校
で
は
１
年
か
ら
４
年
ま
で
年
間
１
０
０
時
間

の
授
業
が
組
ま
れ
て
い
て
次
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。　Ｉ

Ｑ
や
計
算
能
力
、
暗
算
能
力
等
の
認
知
能
力
が
向
上

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
や
る
気
」、「
忍
耐

力
」、「
協
調
性
」、「
自
制
心
」、「
社
会
性
」
と
い
っ
た
非

認
知
能
力
の
向
上
に
も
資
す
る
こ
と
が
研
究
で
証
明
さ
れ

て
い
る
。
年
間
１
０
０
時
間
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
現

在
の
４
〜
５
時
間
か
ら
大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い

か
。　そ

ろ
ば
ん
の
時
間
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
は
現
状
で
は

難
し
い
。

　
　腹
の
据
わ
っ
た
先
生
が
算
数
の
時
間
に
そ
ろ
ば
ん
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
。

　教
育
課
程
外
で
あ
れ
ば
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

問問答答

小
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
そ
ろ
ば
ん

の
時
間
を
取
り
入
れ
た
ら
い
か
が
か

授
業
時
数
を
増
や
す
の
は
困
難

問問答答

働
く
場
の
確
保
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
着
実
に
取

り
組
む

問問答答

問

問

建
設
課
長

問建
設
課
長

問建
設
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

問市
長

問学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

問

高
齢
者
を
行
方
不
明
に
さ
せ
な
い
た
め

の
取
組
は

＊

GPS…Global Positioning System の略。
　　　人工衛星を利用して位置情報を取得するシステム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／工藤　秀典
く ど う　　ひでのり

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／後藤　雅克
ご と う　　まさかつ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／春野　慶司
は る の　　け い し

議員
（れいめい会）

▲県道三重新殿線の工事の様子（三重町上田原）

▲酒造メーカーのビール工場（千歳町）

▲そろばん（イメージ）

　
　県
道
三
重
新
殿
線
の
完
全
開
通
の
予
定
は
。

　県
の
予
算
が
未
確
定
で
あ
る
た
め
現
段
階
で
は
未
定
。

　
　今
後
の
計
画
は
。

　令
和
６
年
度
の
工
事
内
容
は
、
大
野
川
に
架
か
る
２
号

線
の
橋
脚
の
完
成
と
２
号
線
の
上
部
工
に
つ
い
て
、
今
後

架
設
作
業
に
入
る
。

　
　中
九
州
横
断
道
路
に
準
ず
る
道
路
の
新
設
を
、
県
や

国
に
要
望
し
て
は
い
か
が
か
。

　本
市
と
し
て
は
、
ま
ず
事
業
進
捗
中
で
あ
る
県
道
三
重

新
殿
線
バ
イ
パ
ス
及
び
中
九
州
横
断
道
路
の
早
期
完
成
に

向
け
取
り
組
む
。

県
道
三
重
新
殿
線
開
通
後
の
次
の
交

通
対
策
は

早
期
完
成
に
向
け
て
取
り
組
む

　
　高
齢
者
を
行
方
不
明
に
さ
せ
な
い
た
め
に
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　認
知
症
高
齢
者
等
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
「
徘

徊
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
本
年
１
月
末
現
在
１
２
５
人
を
登
録
。
本
事
業
の

趣
旨
に
賛
同
し
協
力
い
た
だ
け
る
法
人
、
事
業
所
51
事
業

所
が
登
録
。
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
位
置
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
も
実
施
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
有
し
た
専
用
端
末
を
貸

与
し
て
お
り
、
本
年
１
月
末
現
在
で
７
人
を
登
録
し
て
い

る
。

　
　川
野
市
長
の
掲
げ
た
公
約
の
一
つ
「
働
く
場
の
確

保
」
に
つ
い
て
、
市
長
２
期
目
４
年
間
の
実
績
と
公
約
実

現
の
た
め
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て
。

　主
な
実
績
は
、
医
療
機
器
製
造
企
業
の
工
場
増
設
、
食

品
加
工
企
業
の
設
備
投
資
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
工
場
増
設

等
、
３
事
業
者
に
助
成
を
し
、
新
規
雇
用
の
創
出
に
努
め

た
。　関

係
人
口
交
流
拠
点
施
設
で
は
、
13
件
の
創
業
支
援
が

で
き
た
。

　農
業
分
野
の
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事

業
」
で
は
、
Ｒ
３
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で
に
、
９
組
18
人

が
市
内
で
就
農
し
た
。

　本
年
度
か
ら
「
豊
後
大
野
市
企
業
誘
致
促
進
及
び
創
業

支
援
基
金
」
を
創
設
し
、
企
業
側
が
提
示
す
る
様
々
な
進

出
条
件
に
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
本
格
的
な
誘
致

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　具
体
的
な
政
策
は
県
と
市
が
連
携
し
、
工
業
団
地
適
地

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
早
期
に
工
場
用
地
を
整
備
し
、

企
業
側
に
情
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ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
着
実
に
取

り
組
む

問問答答

問

問

建
設
課
長

問建
設
課
長

問建
設
課
長

高
齢
者
福
祉
課
長

問市
長

問学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

問

高
齢
者
を
行
方
不
明
に
さ
せ
な
い
た
め

の
取
組
は

＊

GPS…Global Positioning System の略。
　　　人工衛星を利用して位置情報を取得するシステム。

　一
般
質
問

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／工藤　秀典
く ど う　　ひでのり

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／後藤　雅克
ご と う　　まさかつ

議員
（新政会）

議員の一般質問の様子が
ご覧いただけます

質問者／春野　慶司
は る の　　け い し

議員
（れいめい会）

▲県道三重新殿線の工事の様子（三重町上田原）

▲酒造メーカーのビール工場（千歳町）

▲そろばん（イメージ）
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【
事
業
名
】

　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
掲
げ
た
計
画

の
策
定
に
向
け
、
既
存
の
豊

後
大
野
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
豊
後
大

野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
政
策
編
）
策
定

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
大
野
町

に
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ

施
設
に
お
い
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
に
お
い
て
も
、
改
訂

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
広
く
周
知
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
に
加
え
て
地
球
温
暖

化
対
策
を
市
内
全
域
で
進

め
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
に
取

ス
利
用
者
の
満
足
度
は
、

89
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　令
和
６
年
度
か
ら
市
内
清

川
町
と
千
歳
町
に
お
い
て
試

験
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
や
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
、
予
約
型
で
自
宅
か
ら
目

的
地
の
玄
関
前
ま
で
を
輸
送

す
る
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
」
の
新
た
な
「
乗
合
事

業
」
を
導
入
し
、
効
果
を
評

価
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
基
に
持
続

可
能
な
交
通
網
の
具
体
策
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
に
つ
い

て
も
利
用
度
を
上
げ
る
取
組

を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　な
お
、
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
利
用
者

に
と
っ
て
身
近
で
親
し
み
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
施

設
維
持
管
理
委
託
事
業
者
、

市
内
に
お
い
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

方
、
観
光
事
業
者
、
プ
ロ
サ

イ
ク
ル
チ
ー
ム
等
、
各
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
事
業
名
】

　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　令
和
５
年
12
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
に
て
行
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

総
務
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

◆
【
調
査
事
業
】

　
　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　椎茸
生
産
基
盤

　
　
　
　
　
　
　整備
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　交流
人
口
拡
大
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
良
好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　キャ
リ
ア
教
育

　
　
　
　
　
　
　推進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

総
務
常
任
委
員
会

事務事業評価　執行部の回答は･･･

評
価
報
告
書
の
概
要

事
務
事
業
評
価

　
 

　

 
執
行
部
の
回
答
は･･･

　令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評

価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
第
88
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
内
容
に
つ
い
て
、
同

様
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
他

市
を
参
考
と
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
事
業
内
容
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

　事
業
内
容
の
調
査
・
研
究

後
、
広
報
や
新
規
手
帳
交
付

時
に
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
事
業
名
】

　キャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に

当
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育

委
員
会
に
引
き
続
き
配
置

し
、
地
場
企
業
を
活
用
し
た

職
場
体
験
、
地
域
人
材
（
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
、
事
業

内
容
が
市
民
全
体
に
伝
わ
る

よ
う
工
夫
し
ま
す
。

ぐ
く
み
先
生
）
を
招
い
て
の

職
業
講
話
・
職
業
学
習
（
匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
の
内
容
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
者
と

連
携
し
て
事
業
の
深
化
を
図

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　協
力
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
新
規
協
力

者
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
教

職
員
に
対
し
て
は
、
各
学
校

の
取
組
を
教
育
委
員
会
通
信

「
ヘ
プ
タ
ゴ
ン
だ
よ
り
」
で

全
学
校
に
紹
介
し
、
初
任
者

研
修
を
活
用
し
て
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

　提
言
の
あ
っ
た
職
場
体
験

学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
枠
を
超
え
た
体
験
を

可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
費

や
自
動
車
借
上
げ
料
を
予
算

へ
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
か
月
に
１
回
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
を
市
報
に
掲
載

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

　椎茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
補
助
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
要
望

を
踏
ま
え
、
よ
り
椎
茸
生
産

者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
制

度
の
確
立
に
向
け
、
県
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
県
の
新
た
な
事
業

に
つ
い
て
も
、
生
産
者
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
積
極
的

に
採
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　交流
人
口
拡
大
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　商
工
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
の
指
標
で
判
断
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
実

行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
合
宿
や
大
会
誘
致
に
お

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協

議
会
の
総
会
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
周
知
に
努
め

ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
委
託
先

で
あ
る
３
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式

会
社
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

周
知
に
努
め
ま
す
。

施
し
て
い
る
合
宿
団
体
や
大

会
主
催
者
、
選
手
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
見

直
し
、
評
価
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の
利

用
状
況
も
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

組
合
と
協
力
し
な
が
ら
調
査

し
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
の
増
、

「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
お
お

の
」
の
利
用
者
調
査
を
行
い

ま
す
。

　委
託
先
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
は
、
委
託
先
で
あ
る

豊
後
大
野
市
観
光
協
会
、
３

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式
会
社
と
協

働
で
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
努
め
ま

す
。
事
業
の
充
実
と
独
自
性

の
あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲清川町と千歳町で走るコミタク車両

▲消防士によるキャリア教育の様子 ▲保育士についてのキャリア教育の様子

▲豊後大野 サウナ＆サイクリング

　事務
事
業
評
価
回
答

【
事
業
名
】

　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
掲
げ
た
計
画

の
策
定
に
向
け
、
既
存
の
豊

後
大
野
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
豊
後
大

野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
政
策
編
）
策
定

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
大
野
町

に
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ

施
設
に
お
い
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
に
お
い
て
も
、
改
訂

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
広
く
周
知
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
に
加
え
て
地
球
温
暖

化
対
策
を
市
内
全
域
で
進

め
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
に
取

ス
利
用
者
の
満
足
度
は
、

89
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　令
和
６
年
度
か
ら
市
内
清

川
町
と
千
歳
町
に
お
い
て
試

験
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
や
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
、
予
約
型
で
自
宅
か
ら
目

的
地
の
玄
関
前
ま
で
を
輸
送

す
る
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
」
の
新
た
な
「
乗
合
事

業
」
を
導
入
し
、
効
果
を
評

価
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
基
に
持
続

可
能
な
交
通
網
の
具
体
策
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
に
つ
い

て
も
利
用
度
を
上
げ
る
取
組

を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　な
お
、
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
利
用
者

に
と
っ
て
身
近
で
親
し
み
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
施

設
維
持
管
理
委
託
事
業
者
、

市
内
に
お
い
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

方
、
観
光
事
業
者
、
プ
ロ
サ

イ
ク
ル
チ
ー
ム
等
、
各
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
事
業
名
】

　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　令
和
５
年
12
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
に
て
行
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

総
務
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

◆
【
調
査
事
業
】

　
　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　椎茸
生
産
基
盤

　
　
　
　
　
　
　整備
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　交流
人
口
拡
大
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
良
好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　キャ
リ
ア
教
育

　
　
　
　
　
　
　推進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

総
務
常
任
委
員
会

事務事業評価　執行部の回答は･･･

評
価
報
告
書
の
概
要

事
務
事
業
評
価

　
 

　

 
執
行
部
の
回
答
は･･･

　令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評

価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
第
88
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
内
容
に
つ
い
て
、
同

様
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
他

市
を
参
考
と
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
事
業
内
容
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

　事
業
内
容
の
調
査
・
研
究

後
、
広
報
や
新
規
手
帳
交
付

時
に
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
事
業
名
】

　キャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に

当
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育

委
員
会
に
引
き
続
き
配
置

し
、
地
場
企
業
を
活
用
し
た

職
場
体
験
、
地
域
人
材
（
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
、
事
業

内
容
が
市
民
全
体
に
伝
わ
る

よ
う
工
夫
し
ま
す
。

ぐ
く
み
先
生
）
を
招
い
て
の

職
業
講
話
・
職
業
学
習
（
匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
の
内
容
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
者
と

連
携
し
て
事
業
の
深
化
を
図

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　協
力
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
新
規
協
力

者
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
教

職
員
に
対
し
て
は
、
各
学
校

の
取
組
を
教
育
委
員
会
通
信

「
ヘ
プ
タ
ゴ
ン
だ
よ
り
」
で

全
学
校
に
紹
介
し
、
初
任
者

研
修
を
活
用
し
て
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

　提
言
の
あ
っ
た
職
場
体
験

学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
枠
を
超
え
た
体
験
を

可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
費

や
自
動
車
借
上
げ
料
を
予
算

へ
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
か
月
に
１
回
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
を
市
報
に
掲
載

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

　椎茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
補
助
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
要
望

を
踏
ま
え
、
よ
り
椎
茸
生
産

者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
制

度
の
確
立
に
向
け
、
県
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
県
の
新
た
な
事
業

に
つ
い
て
も
、
生
産
者
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
積
極
的

に
採
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　交流
人
口
拡
大
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　商
工
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
の
指
標
で
判
断
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
実

行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
合
宿
や
大
会
誘
致
に
お

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協

議
会
の
総
会
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
周
知
に
努
め

ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
委
託
先

で
あ
る
３
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式

会
社
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

周
知
に
努
め
ま
す
。

施
し
て
い
る
合
宿
団
体
や
大

会
主
催
者
、
選
手
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
見

直
し
、
評
価
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の
利

用
状
況
も
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

組
合
と
協
力
し
な
が
ら
調
査

し
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
の
増
、

「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
お
お

の
」
の
利
用
者
調
査
を
行
い

ま
す
。

　委
託
先
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
は
、
委
託
先
で
あ
る

豊
後
大
野
市
観
光
協
会
、
３

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式
会
社
と
協

働
で
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
努
め
ま

す
。
事
業
の
充
実
と
独
自
性

の
あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲清川町と千歳町で走るコミタク車両

▲消防士によるキャリア教育の様子 ▲保育士についてのキャリア教育の様子

▲豊後大野 サウナ＆サイクリング

　事務
事
業
評
価
回
答
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【
事
業
名
】

　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
掲
げ
た
計
画

の
策
定
に
向
け
、
既
存
の
豊

後
大
野
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
豊
後
大

野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
政
策
編
）
策
定

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
大
野
町

に
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ

施
設
に
お
い
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
に
お
い
て
も
、
改
訂

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
広
く
周
知
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
に
加
え
て
地
球
温
暖

化
対
策
を
市
内
全
域
で
進

め
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
に
取

ス
利
用
者
の
満
足
度
は
、

89
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　令
和
６
年
度
か
ら
市
内
清

川
町
と
千
歳
町
に
お
い
て
試

験
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
や
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
、
予
約
型
で
自
宅
か
ら
目

的
地
の
玄
関
前
ま
で
を
輸
送

す
る
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
」
の
新
た
な
「
乗
合
事

業
」
を
導
入
し
、
効
果
を
評

価
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
基
に
持
続

可
能
な
交
通
網
の
具
体
策
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
に
つ
い

て
も
利
用
度
を
上
げ
る
取
組

を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　な
お
、
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
利
用
者

に
と
っ
て
身
近
で
親
し
み
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
施

設
維
持
管
理
委
託
事
業
者
、

市
内
に
お
い
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

方
、
観
光
事
業
者
、
プ
ロ
サ

イ
ク
ル
チ
ー
ム
等
、
各
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
事
業
名
】

　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　令
和
５
年
12
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
に
て
行
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

総
務
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

◆
【
調
査
事
業
】

　
　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　椎茸
生
産
基
盤

　
　
　
　
　
　
　整備
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　交流
人
口
拡
大
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
良
好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　キャ
リ
ア
教
育

　
　
　
　
　
　
　推進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

総
務
常
任
委
員
会

事務事業評価　執行部の回答は･･･

評
価
報
告
書
の
概
要

事
務
事
業
評
価

　
 

　

 
執
行
部
の
回
答
は･･･

　令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評

価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
第
88
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
内
容
に
つ
い
て
、
同

様
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
他

市
を
参
考
と
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
事
業
内
容
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

　事
業
内
容
の
調
査
・
研
究

後
、
広
報
や
新
規
手
帳
交
付

時
に
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
事
業
名
】

　キャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に

当
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育

委
員
会
に
引
き
続
き
配
置

し
、
地
場
企
業
を
活
用
し
た

職
場
体
験
、
地
域
人
材
（
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
、
事
業

内
容
が
市
民
全
体
に
伝
わ
る

よ
う
工
夫
し
ま
す
。

ぐ
く
み
先
生
）
を
招
い
て
の

職
業
講
話
・
職
業
学
習
（
匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
の
内
容
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
者
と

連
携
し
て
事
業
の
深
化
を
図

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　協
力
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
新
規
協
力

者
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
教

職
員
に
対
し
て
は
、
各
学
校

の
取
組
を
教
育
委
員
会
通
信

「
ヘ
プ
タ
ゴ
ン
だ
よ
り
」
で

全
学
校
に
紹
介
し
、
初
任
者

研
修
を
活
用
し
て
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

　提
言
の
あ
っ
た
職
場
体
験

学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
枠
を
超
え
た
体
験
を

可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
費

や
自
動
車
借
上
げ
料
を
予
算

へ
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
か
月
に
１
回
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
を
市
報
に
掲
載

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

　椎茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
補
助
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
要
望

を
踏
ま
え
、
よ
り
椎
茸
生
産

者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
制

度
の
確
立
に
向
け
、
県
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
県
の
新
た
な
事
業

に
つ
い
て
も
、
生
産
者
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
積
極
的

に
採
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　交流
人
口
拡
大
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　商
工
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
の
指
標
で
判
断
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
実

行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
合
宿
や
大
会
誘
致
に
お

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協

議
会
の
総
会
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
周
知
に
努
め

ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
委
託
先

で
あ
る
３
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式

会
社
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

周
知
に
努
め
ま
す
。

施
し
て
い
る
合
宿
団
体
や
大

会
主
催
者
、
選
手
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
見

直
し
、
評
価
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の
利

用
状
況
も
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

組
合
と
協
力
し
な
が
ら
調
査

し
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
の
増
、

「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
お
お

の
」
の
利
用
者
調
査
を
行
い

ま
す
。

　委
託
先
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
は
、
委
託
先
で
あ
る

豊
後
大
野
市
観
光
協
会
、
３

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式
会
社
と
協

働
で
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
努
め
ま

す
。
事
業
の
充
実
と
独
自
性

の
あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲清川町と千歳町で走るコミタク車両

▲消防士によるキャリア教育の様子 ▲保育士についてのキャリア教育の様子

▲豊後大野 サウナ＆サイクリング

　事務
事
業
評
価
回
答

【
事
業
名
】

　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　現
在
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
り
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
掲
げ
た
計
画

の
策
定
に
向
け
、
既
存
の
豊

後
大
野
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
見
直
し
と
豊
後
大

野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
（
区
域
政
策
編
）
策
定

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
大
野
町

に
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ

施
設
に
お
い
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
に
お
い
て
も
、
改
訂

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
広
く
周
知
し
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
に
加
え
て
地
球
温
暖

化
対
策
を
市
内
全
域
で
進

め
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
政
策
に
取

ス
利
用
者
の
満
足
度
は
、

89
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　令
和
６
年
度
か
ら
市
内
清

川
町
と
千
歳
町
に
お
い
て
試

験
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
や
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
、
予
約
型
で
自
宅
か
ら
目

的
地
の
玄
関
前
ま
で
を
輸
送

す
る
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
」
の
新
た
な
「
乗
合
事

業
」
を
導
入
し
、
効
果
を
評

価
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
基
に
持
続

可
能
な
交
通
網
の
具
体
策
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
に
つ
い

て
も
利
用
度
を
上
げ
る
取
組

を
進
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　な
お
、
施
設
の
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
利
用
者

に
と
っ
て
身
近
で
親
し
み
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
施

設
維
持
管
理
委
託
事
業
者
、

市
内
に
お
い
て
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る

方
、
観
光
事
業
者
、
プ
ロ
サ

イ
ク
ル
チ
ー
ム
等
、
各
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
事
業
名
】

　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　令
和
５
年
12
月
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
に
て
行
っ

た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

総
務
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　新エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

　
　
　
　
　
　
　促進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

◆
【
調
査
事
業
】

　
　地域
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　活性
化
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　椎茸
生
産
基
盤

　
　
　
　
　
　
　整備
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　交流
人
口
拡
大
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
適
正

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　改善

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

◆
【
調
査
事
業
】

　
　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　おお
む
ね
良
好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

◆
【
調
査
事
業
】

　
　キャ
リ
ア
教
育

　
　
　
　
　
　
　推進
事
業

　【
事
業
結
果
の
評
価
】

　
　良好

　【
今
後
の
方
向
性
】

　
　継続

総
務
常
任
委
員
会

事務事業評価　執行部の回答は･･･

評
価
報
告
書
の
概
要

事
務
事
業
評
価

　
 

　

 
執
行
部
の
回
答
は･･･

　令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
会
で
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
評

価
報
告
書
を
執
行
部
へ
渡
し
、
改
善
策
や
次
年
度
の
予
算
へ
の
反
映
状
況
な
ど
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
評
価
報
告
書
に
対
す
る
回
答
が
執
行
部
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
評
価
報
告
書
の
詳
細
は
議
会
だ
よ
り
声
の
か
け
橋
第
88
号
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　デイ
ケ
ア
等
交
通
費

　
　
　
　
　
　
　助成
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
内
容
に
つ
い
て
、
同

様
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
他

市
を
参
考
と
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
し
、
必
要
で
あ
れ

ば
事
業
内
容
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

　事
業
内
容
の
調
査
・
研
究

後
、
広
報
や
新
規
手
帳
交
付

時
に
周
知
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
事
業
名
】

　キャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に

当
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育

委
員
会
に
引
き
続
き
配
置

し
、
地
場
企
業
を
活
用
し
た

職
場
体
験
、
地
域
人
材
（
は

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
積
極

的
に
情
報
を
提
供
し
、
事
業

内
容
が
市
民
全
体
に
伝
わ
る

よ
う
工
夫
し
ま
す
。

ぐ
く
み
先
生
）
を
招
い
て
の

職
業
講
話
・
職
業
学
習
（
匠

の
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
）
の
内
容
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
者
と

連
携
し
て
事
業
の
深
化
を
図

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　協
力
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
新
規
協
力

者
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
や
他
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
教

職
員
に
対
し
て
は
、
各
学
校

の
取
組
を
教
育
委
員
会
通
信

「
ヘ
プ
タ
ゴ
ン
だ
よ
り
」
で

全
学
校
に
紹
介
し
、
初
任
者

研
修
を
活
用
し
て
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

　提
言
の
あ
っ
た
職
場
体
験

学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
枠
を
超
え
た
体
験
を

可
能
と
す
る
た
め
、
交
通
費

や
自
動
車
借
上
げ
料
を
予
算

へ
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
か
月
に
１
回
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
」
を
市
報
に
掲
載

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
事
業
名
】

　椎茸
生
産
基
盤
整
備
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
事
業
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
補
助
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
生
産
者
の
要
望

を
踏
ま
え
、
よ
り
椎
茸
生
産

者
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
制

度
の
確
立
に
向
け
、
県
と
の

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
県
の
新
た
な
事
業

に
つ
い
て
も
、
生
産
者
の
意

向
を
把
握
し
な
が
ら
積
極
的

に
採
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
事
業
名
】

　交流
人
口
拡
大
事
業

【
回
答（
抜
粋
）】

　商
工
観
光
と
い
う
視
点
か

ら
の
指
標
で
判
断
す
る
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
実

行
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　Ｐ
Ｒ
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
合
宿
や
大
会
誘
致
に
お

い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
協

議
会
の
総
会
等
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
周
知
に
努
め

ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
委
託
先

で
あ
る
３
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式

会
社
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

周
知
に
努
め
ま
す
。

施
し
て
い
る
合
宿
団
体
や
大

会
主
催
者
、
選
手
、
保
護
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
見

直
し
、
評
価
に
つ
な
げ
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
の
利

用
状
況
も
、
旅
館
、
ホ
テ
ル

組
合
と
協
力
し
な
が
ら
調
査

し
ま
す
。
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
数
の
増
、

「
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
お
お

の
」
の
利
用
者
調
査
を
行
い

ま
す
。

　委
託
先
と
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
は
、
委
託
先
で
あ
る

豊
後
大
野
市
観
光
協
会
、
３

Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
株
式
会
社
と
協

働
で
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ

り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
魅
力
向
上
や
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
努
め
ま

す
。
事
業
の
充
実
と
独
自
性

の
あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
意
見
交
換
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

▲清川町と千歳町で走るコミタク車両

▲消防士によるキャリア教育の様子 ▲保育士についてのキャリア教育の様子

▲豊後大野 サウナ＆サイクリング

　事務
事
業
評
価
回
答
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　豊
後
大
野
市
議
会
で

は
、
議
会
だ
よ
り
の
充
実

を
図
る
た
め
、
議
会
だ
よ

り
へ
の
提
言
や
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
「
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
」
を
１
年
間

試
験
的
に
導
入
し
ま
し

た
。
10
名
が
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
第
85

号
（
令
和
６
年
５
月
１
日

発
行
）
よ
り
、
議
会
だ
よ

り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
終
回
は
、「
モ
ニ

タ
ー
に
取
り
組
ん
だ
感

想
」、「
今
後
、
期
待
す
る

こ
と
」
の
２
点
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
ご
意
見
を

抜
粋
し
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
、

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

議
会
だ
よ
り
の
応
援
団
と

し
て
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

◇
　先
入
観
持
つ
事
な
く
、

紙
面
を
見
て
み
る
と
各
所

に
工
夫
の
痕
跡
と
思
わ
れ

る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
各
位
が
諸
課

題
に
真
剣
に
取
り
組
む
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　

◇
　厳
し
い
辛
口
の
意
見
に

も
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇

　以
前
は
一
般
質
問
の

後
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
う
や
む
や
に
な
る
ケ
ー

ス
も
度
々
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
現
在
は
検
証
さ

れ
て
い
る
の
で
良
い
と
思

い
ま
し
た
。

◇
　モ
ニ
タ
ー
に
な
り
初
め

て
議
会
だ
よ
り
を
ゆ
っ
く

り
読
み
、
豊
後
大
野
市
の

こ
と
が
わ
ず
か
な
が
ら
わ

か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
あ

ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
市
政
で
す
が
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
私

も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◇
　企
画
・
校
正
・
デ
ザ
イ

ン
・
写
真
の
量
と
大
き
さ

は
基
準
が
わ
か
ら
な
い
の

で
、
特
に
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
問
題
な
し
と
し
ま
し

た
。
感
想
の
部
分
は
個
人

差
も
あ
り
ま
す
し
、
判
断

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
正

直
、
チ
ェ
ッ
ク
も
大
変
で

し
た
。

◇
　今
回
モ
ニ
タ
ー
を
始
め

て
か
ら
、
今
ま
で
に
関
心

が
な
か
っ
た
事
を
反
省

し
、
皆
様
が
努
力
し
て
い

る
事
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇
　市
報
や
議
会
だ
よ
り
は

パ
ラ
パ
ラ
と
し
か
見
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
モ
ニ
タ
ー
で
じ
っ
く
り

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
の
様
子
や
動
き

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い

て
市
民
と
し
て
感
謝
致
し

ま
す
。

◇
　こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

読
む
よ
う
に
努
め
ま
す
。

豊後大野市議会だより

１年間ありがとうございました。
モニターの皆さま

モ
ニ
タ
ー
に
取
り
組
ん
だ
感
想
。

◇
　一
般
質
問
の
内
容
を
見

て
気
に
な
っ
た
問
題
に
つ

い
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
録

画
中
継
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
「
議
会
の
こ
と

を
市
民
に
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

も
伝
わ
る
が
、
ど
の
く
ら

い
文
字
数
を
減
ら
し
て
い

け
る
の
か
が
課
題
と
思
い

ま
す
。
　

◇
　常
に「
わ
か
り
や
す
さ
」

に
重
点
の
置
く
べ
き
で
全

市
民
に
意
図
が
伝
わ
ら
な

け
れ
ば
広
報
紙
と
し
て
の

存
在
意
義
は
な
い
に
等
し

い
と
考
え
ま
す
。
荷
の
重

い
仕
事
か
と
思
い
ま
す

が
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

◇
　今
の
状
態
を
保
ち
つ
つ

市
民
の
た
め
の
議
会
だ
よ

り
作
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◇
　今
後
、
住
民
の
生
活
環

境
を
改
善
し
た
り
地
域
の

魅
力
や
活
力
を
発
信
し
た

り
で
き
る
議
会
だ
よ
り
に

な
る
よ
う
議
論
し
て
欲
し

い
で
す
。

◇
　他
の
自
治
体
同
様
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、

何
と
か
速
度
を
緩
や
か
に

す
る
た
め
に
多
様
な
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
市
民
目

線
で
紙
面
作
り
を
し
て
く

だ
さ
い
。
市
民
と
議
会
の

か
け
橋
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◇
　カ
タ
カ
ナ
横
文
字
が
多

い
。「
わ
か
り
に
く
い
議

会
用
語
」
の
解
説
が
あ
り

助
か
り
ま
し
た
が
、
高
齢

者
が
読
ま
な
い
理
由
の
一

つ
で
は
？
と
思
い
ま
し

た
。

◇
　改
め
て
議
会
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
市
の

政
策
や
施
策
も
議
会
の
判

断
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
の
人
口
問
題

は
最
重
要
課
題
と
し
て
、

議
会
だ
よ
り
に
も
そ
こ
を

感
じ
た
い
。
首
長
よ
り
議

会
の
方
が
市
民
の
声
を
聞

け
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
モ
ニ
タ
ー

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
議
会
だ
よ
り
に
期
待
す
る
こ
と
。

　モニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
感
想

朝
倉
文
夫
記
念
公
園
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
重
機

【
意
見
】
朝
倉
文
夫
記
念
公

園
に
野
ざ
ら
し
で
置
か
れ
て

い
る
重
機
が
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
何

ら
か
の
対
応
を
し
て
ほ
し

い
。調

査
結
果

　朝
倉
文
夫
先
生
の
意
思
を

引
き
継
ぎ
、
ま
た
そ
の
功
績

を
継
承
す
る
た
め
、
平
成
３

年
３
月
、「
愛
の
園
生 

朝
倉

文
夫
記
念
公
園
」
は
開
園

し
、
重
機
に
ど
の
程
度
修
理

を
施
し
た
か
は
不
明
だ
が
、

公
園
計
画
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
平
成
２
年
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　設
置
か
ら
34
年
、
造
成
か

ら
だ
と
62
年
の
年
月
が
過

ぎ
、
重
機
の
塗
装
が
は
が
れ

る
、
部
品
が
取
れ
る
な
ど
、

痛
み
が
ひ
ど
く
、
立
入
禁
止

の
ロ
ー
プ
で
囲
い
を
設
置
し

て
い
る
。

　重
機
の
あ
り
方
に
つ
い
て

方
向
性
を
求
め
る
た
め
、

「
愛
の
園
生 

朝
倉
文
夫
記

念
公
園
」
運
営
委
員
会
で
も

意
見
を
頂
い
た
結
果
、
今
後

は
別
の
場
所
へ
の
移
設
を
検

討
し
て
い
る
。

耐
震
化
に
関
す
る
取
組

【
意
見
】
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建

て
住
宅
と
木
造
ア
パ
ー
ト
に

つ
い
て
、
市
で
の
耐
震
診
断

や
改
修
事
業
の
補
助
金
が
あ

る
と
話
を
聞
い
た
。
ま
た
、

他
県
で
は
低
コ
ス
ト
で
耐
震

化
で
き
る
事
業
者
に
技
術
指

導
し
て
も
ら
う
取
組
が
行
わ

れ
て
い
た
。
耐
震
化
に
関
す

る
予
算
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。調

査
結
果

　耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

受
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
は
ま
た
一
か
ら
の
募
集

と
な
る
。
前
年
度
に
申
し
込

ん
だ
方
を
優
先
す
る
制
度
は

な
い
。

　低
コ
ス
ト
工
法
に
つ
い
て

は
、
他
県
で
は
、
平
均
改
修

費
が
２
１
０
万
円
か
ら
１
５

０
万
円
程
度
に
な
っ
た
と
い

う
実
績
が
上
が
っ
て
お
り
、

大
分
県
が
来
年
度
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
改
修
支
援
の
補
助
金
の

上
限
を
増
や
す
取
組
も
大
分

県
で
行
い
、
併
せ
て
本
市
で

も
一
件
あ
た
り
の
補
助
金
の

増
額
を
検
討
し
て
い
る
。

　令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
例
年
通
り
で
申
請

し
、
年
度
当
初
に
申
し
込
み

が
殺
到
す
れ
ば
、
令
和
６
年

度
と
同
様
に
予
算
確
保
に
努

め
る
。

　議
会
だ
よ
り
第
88
号
の

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
の
ペ
ー
ジ
で
「
千
歳
公

民
館
だ
け
千
歳
の
出
身
者

が
い
な
い
」
と
い
う
市
民

意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
精
査
し
た
結
果
、

地
元
職
員
の
方
が
勤
務
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
の
誤

解
を
招
く
記
事
と
な
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

職
員
の
自
殺
に
つ
い
て
第
三

者
委
員
会
の
設
置

【
意
見
】
令
和
４
年
10
月
に

教
育
委
員
会
所
属
の
職
員
が

自
殺
し
た
。
当
時
内
部
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を

行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市

民
と
し
て
納
得
で
き
な
い
。

　第
三
者
委
員
会
を
設
置

し
、
市
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
調
査
過
程
を
踏
み
、
公

表
し
て
ほ
し
い
。

回
答　令

和
４
年
10
月
６
日
付
で

教
育
委
員
会
に
内
部
調
査
委

員
会
を
設
置
し
、
当
該
事
案

の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査

の
結
果
、
職
場
を
原
因
と
し

た
事
案
で
は
な
い
と
の
結
論

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果

を
受
け
、
ご
遺
族
に
結
果
を

報
告
し
、
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
以
上
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
第
三
者
委
員
会
の
設
置

は
不
要
と
判
断
し
て
い
る
。

　市民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

2024市民と議会の意見交換会での意見に対する
執行部回答と
常任委員会調査結果 公表

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

執
行
部
回
答

第
88
号
千
歳
公
民
館

の
記
事
に
つ
い
て

豊後大野市
　ホームページ

豊後大野市議会

市民と議会の
　　意見交換会

そ
の
お
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　豊
後
大
野
市
議
会
で

は
、
議
会
だ
よ
り
の
充
実

を
図
る
た
め
、
議
会
だ
よ

り
へ
の
提
言
や
ご
意
見
を

お
伺
い
す
る
「
議
会
だ
よ

り
モ
ニ
タ
ー
」
を
１
年
間

試
験
的
に
導
入
し
ま
し

た
。
10
名
が
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
第
85

号
（
令
和
６
年
５
月
１
日

発
行
）
よ
り
、
議
会
だ
よ

り
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
終
回
は
、「
モ
ニ

タ
ー
に
取
り
組
ん
だ
感

想
」、「
今
後
、
期
待
す
る

こ
と
」
の
２
点
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　こ

こ
で
は
、
ご
意
見
を

抜
粋
し
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
、

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

議
会
だ
よ
り
の
応
援
団
と

し
て
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

◇
　先
入
観
持
つ
事
な
く
、

紙
面
を
見
て
み
る
と
各
所

に
工
夫
の
痕
跡
と
思
わ
れ

る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
各
位
が
諸
課

題
に
真
剣
に
取
り
組
む
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　

◇
　厳
し
い
辛
口
の
意
見
に

も
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇

　以
前
は
一
般
質
問
の

後
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
う
や
む
や
に
な
る
ケ
ー

ス
も
度
々
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
現
在
は
検
証
さ

れ
て
い
る
の
で
良
い
と
思

い
ま
し
た
。

◇
　モ
ニ
タ
ー
に
な
り
初
め

て
議
会
だ
よ
り
を
ゆ
っ
く

り
読
み
、
豊
後
大
野
市
の

こ
と
が
わ
ず
か
な
が
ら
わ

か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
あ

ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
市
政
で
す
が
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
た
め
に
私

も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◇
　企
画
・
校
正
・
デ
ザ
イ

ン
・
写
真
の
量
と
大
き
さ

は
基
準
が
わ
か
ら
な
い
の

で
、
特
に
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
問
題
な
し
と
し
ま
し

た
。
感
想
の
部
分
は
個
人

差
も
あ
り
ま
す
し
、
判
断

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
正

直
、
チ
ェ
ッ
ク
も
大
変
で

し
た
。

◇
　今
回
モ
ニ
タ
ー
を
始
め

て
か
ら
、
今
ま
で
に
関
心

が
な
か
っ
た
事
を
反
省

し
、
皆
様
が
努
力
し
て
い

る
事
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇
　市
報
や
議
会
だ
よ
り
は

パ
ラ
パ
ラ
と
し
か
見
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
モ
ニ
タ
ー
で
じ
っ
く
り

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
議
会
の
様
子
や
動
き

が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い

て
市
民
と
し
て
感
謝
致
し

ま
す
。

◇
　こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り

読
む
よ
う
に
努
め
ま
す
。

豊後大野市議会だより

１年間ありがとうございました。
モニターの皆さま

モ
ニ
タ
ー
に
取
り
組
ん
だ
感
想
。

◇
　一
般
質
問
の
内
容
を
見

て
気
に
な
っ
た
問
題
に
つ

い
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
録

画
中
継
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
「
議
会
の
こ
と

を
市
民
に
よ
く
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

も
伝
わ
る
が
、
ど
の
く
ら

い
文
字
数
を
減
ら
し
て
い

け
る
の
か
が
課
題
と
思
い

ま
す
。
　

◇
　常
に「
わ
か
り
や
す
さ
」

に
重
点
の
置
く
べ
き
で
全

市
民
に
意
図
が
伝
わ
ら
な

け
れ
ば
広
報
紙
と
し
て
の

存
在
意
義
は
な
い
に
等
し

い
と
考
え
ま
す
。
荷
の
重

い
仕
事
か
と
思
い
ま
す

が
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

◇
　今
の
状
態
を
保
ち
つ
つ

市
民
の
た
め
の
議
会
だ
よ

り
作
り
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◇
　今
後
、
住
民
の
生
活
環

境
を
改
善
し
た
り
地
域
の

魅
力
や
活
力
を
発
信
し
た

り
で
き
る
議
会
だ
よ
り
に

な
る
よ
う
議
論
し
て
欲
し

い
で
す
。

◇
　他
の
自
治
体
同
様
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
が
、

何
と
か
速
度
を
緩
や
か
に

す
る
た
め
に
多
様
な
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
市
民
目

線
で
紙
面
作
り
を
し
て
く

だ
さ
い
。
市
民
と
議
会
の

か
け
橋
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

◇
　カ
タ
カ
ナ
横
文
字
が
多

い
。「
わ
か
り
に
く
い
議

会
用
語
」
の
解
説
が
あ
り

助
か
り
ま
し
た
が
、
高
齢

者
が
読
ま
な
い
理
由
の
一

つ
で
は
？
と
思
い
ま
し

た
。

◇
　改
め
て
議
会
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
市
の

政
策
や
施
策
も
議
会
の
判

断
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

豊
後
大
野
市
の
人
口
問
題

は
最
重
要
課
題
と
し
て
、

議
会
だ
よ
り
に
も
そ
こ
を

感
じ
た
い
。
首
長
よ
り
議

会
の
方
が
市
民
の
声
を
聞

け
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
モ
ニ
タ
ー

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
議
会
だ
よ
り
に
期
待
す
る
こ
と
。

　モニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
感
想

朝
倉
文
夫
記
念
公
園
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
重
機

【
意
見
】
朝
倉
文
夫
記
念
公

園
に
野
ざ
ら
し
で
置
か
れ
て

い
る
重
機
が
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
何

ら
か
の
対
応
を
し
て
ほ
し

い
。調

査
結
果

　朝
倉
文
夫
先
生
の
意
思
を

引
き
継
ぎ
、
ま
た
そ
の
功
績

を
継
承
す
る
た
め
、
平
成
３

年
３
月
、「
愛
の
園
生 

朝
倉

文
夫
記
念
公
園
」
は
開
園

し
、
重
機
に
ど
の
程
度
修
理

を
施
し
た
か
は
不
明
だ
が
、

公
園
計
画
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
平
成
２
年
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　設
置
か
ら
34
年
、
造
成
か

ら
だ
と
62
年
の
年
月
が
過

ぎ
、
重
機
の
塗
装
が
は
が
れ

る
、
部
品
が
取
れ
る
な
ど
、

痛
み
が
ひ
ど
く
、
立
入
禁
止

の
ロ
ー
プ
で
囲
い
を
設
置
し

て
い
る
。

　重
機
の
あ
り
方
に
つ
い
て

方
向
性
を
求
め
る
た
め
、

「
愛
の
園
生 

朝
倉
文
夫
記

念
公
園
」
運
営
委
員
会
で
も

意
見
を
頂
い
た
結
果
、
今
後

は
別
の
場
所
へ
の
移
設
を
検

討
し
て
い
る
。

耐
震
化
に
関
す
る
取
組

【
意
見
】
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
戸
建

て
住
宅
と
木
造
ア
パ
ー
ト
に

つ
い
て
、
市
で
の
耐
震
診
断

や
改
修
事
業
の
補
助
金
が
あ

る
と
話
を
聞
い
た
。
ま
た
、

他
県
で
は
低
コ
ス
ト
で
耐
震

化
で
き
る
事
業
者
に
技
術
指

導
し
て
も
ら
う
取
組
が
行
わ

れ
て
い
た
。
耐
震
化
に
関
す

る
予
算
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。調

査
結
果

　耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

受
付
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
は
ま
た
一
か
ら
の
募
集

と
な
る
。
前
年
度
に
申
し
込

ん
だ
方
を
優
先
す
る
制
度
は

な
い
。

　低
コ
ス
ト
工
法
に
つ
い
て

は
、
他
県
で
は
、
平
均
改
修

費
が
２
１
０
万
円
か
ら
１
５

０
万
円
程
度
に
な
っ
た
と
い

う
実
績
が
上
が
っ
て
お
り
、

大
分
県
が
来
年
度
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
、
改
修
支
援
の
補
助
金
の

上
限
を
増
や
す
取
組
も
大
分

県
で
行
い
、
併
せ
て
本
市
で

も
一
件
あ
た
り
の
補
助
金
の

増
額
を
検
討
し
て
い
る
。

　令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
例
年
通
り
で
申
請

し
、
年
度
当
初
に
申
し
込
み

が
殺
到
す
れ
ば
、
令
和
６
年

度
と
同
様
に
予
算
確
保
に
努

め
る
。

　議
会
だ
よ
り
第
88
号
の

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換

会
の
ペ
ー
ジ
で
「
千
歳
公

民
館
だ
け
千
歳
の
出
身
者

が
い
な
い
」
と
い
う
市
民

意
見
を
掲
載
し
て
い
ま
し

た
が
、
精
査
し
た
結
果
、

地
元
職
員
の
方
が
勤
務
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
の
誤

解
を
招
く
記
事
と
な
っ
た

こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

職
員
の
自
殺
に
つ
い
て
第
三

者
委
員
会
の
設
置

【
意
見
】
令
和
４
年
10
月
に

教
育
委
員
会
所
属
の
職
員
が

自
殺
し
た
。
当
時
内
部
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を

行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市

民
と
し
て
納
得
で
き
な
い
。

　第
三
者
委
員
会
を
設
置

し
、
市
民
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
調
査
過
程
を
踏
み
、
公

表
し
て
ほ
し
い
。

回
答　令

和
４
年
10
月
６
日
付
で

教
育
委
員
会
に
内
部
調
査
委

員
会
を
設
置
し
、
当
該
事
案

の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査

の
結
果
、
職
場
を
原
因
と
し

た
事
案
で
は
な
い
と
の
結
論

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果

を
受
け
、
ご
遺
族
に
結
果
を

報
告
し
、
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
以
上
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
第
三
者
委
員
会
の
設
置

は
不
要
と
判
断
し
て
い
る
。

　市民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

2024市民と議会の意見交換会での意見に対する
執行部回答と
常任委員会調査結果 公表

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

執
行
部
回
答

第
88
号
千
歳
公
民
館

の
記
事
に
つ
い
て

豊後大野市
　ホームページ

豊後大野市議会

市民と議会の
　　意見交換会

そ
の
お

▲朝倉文夫記念公園にある重機
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〜
お
互
い
を
尊
敬
し
あ
っ
て
〜

　
　
　月
７
日
、
監
査
委

　
　
　員
・
選
挙
管
理
委
員

そ
し
て
議
員
を
交
え
た
「
人

権
研
修
会
」
が
議
会
委
員
会

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「
社
会
を
変
え
る
の
は
私
た

ち
で
す

　お互
い
を
尊
敬

　
（
尊
重
）し
あ
っ
て
」

と
し
て
、
市
役
所
人
権
・
部

落
差
別
解
消
推
進
課
の
園
田

孝
吉
氏
を
昨
年
同
様
、
講
師

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
ず
最
初
に
日
本
国
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
と

は
「
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

永
久
の
権
利
」
で
あ
り
、
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
未
来
の
人
の
た
め
で
あ

る
こ
と
。

　し
か
し
、
普
段
の
努
力
に

よ
っ
て
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
、
努
力
し
な
い
と
無
く
な

る
こ
と
も
あ
り
え
る
こ
と
。

　そ
し
て
こ
の
基
本
的
人
権

は
水
平
社
運
動
と
相
ま
っ
て

自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
と

い
え
ま
す
。

全
国
水
平
社
創
立
理
念

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、

　
　
　
　人間
に
光
あ
れ
」

　今
か
ら
約
百
年
前
に
発
表

さ
れ
た
「
水
平
社
宣
言
」

は
、
お
互
い
を
尊
敬
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

人
々
が
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
温
か
い

社
会
の
実
現
を
願
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
分
県
で
部
落
差

別
解
消
教
育
（
同
和
教
育
）

が
始
ま
っ
た
の
は
70
年
代
か

ら
で
あ
り
、
ま
だ
50
年
し
か

正
し
い
教
育
が
行
わ
れ
て
い

な
い
現
状
も
知
り
ま
し
た
。

　今
、
子
ど
も
た
ち
は
小
中

学
校
、
高
校
等
で
部
落
差
別

問
題
な
ど
の
正
し
い
学
習
を

し
て
お
り
、
私
た
ち
大
人
こ

そ
、
正
し
い
学
習
を
し
、
人

権
感
覚
を
磨
き
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
人
権
研
修
終
了

後
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
関
す
る
学
習
も
行
い
、
職

場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て

は
、「
優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
」
言
動
や
「
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
た
」
言
動
、
そ
し
て
、

「
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
」

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　ま
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
例
、
し
な
い
と
考
え
ら

れ
る
例
に
つ
い
て
も
学
び
、

お
互
い
を
大
切
に
し
あ
う
言

動
を
と
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

２ 私
た
ち
大
人
こ
そ
正
し
い
学
習
を

議 会 日 誌

１月
・第33回議会広報編集特別委員会

・第１回議会運営委員会

・産業建設常任委員会

・総務常任委員会

・第19回議会活性化委員会

14日(火)

16日(木)

21日(火)

24日(火)

29日(水)

３月
・本会議（議案質疑）

・第21回議会活性化委員会

・総務常任委員会（付託議案審査）

・厚生文教受任委員会（付託議案審査）

・産業建設常任委員会（付託議案審査）

・予算特別委員会（特別会計）

・予算特別委員会（一般会計）

・予算特別委員会（一般会計）

・第１回定例会閉会

・第35回議会広報編集特別委員会

・第36回議会広報編集特別委員会

5日(水)

6日(木)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

17日(月)

26日(水)

２月
・第２回議会運営委員会

・議会全員協議会

・第３回議会運営委員会

・第１回定例会議案学習会

・第20回議会活性化委員会

・第34回議会広報編集特別委員会

・第４回議会運営委員会

・第１回定例会開会

・本会議（一般質問）

・本会議（一般質問）

5日(水)

7日(金)

14日(金)

17日(月)

18日(火)

21日(金)

27日(木)

28日(金)

　人権
研
修
会
・
議
会
日
誌

▲人権研修会の様子

人
権
研
修
会

　

 

開
催
さ
れ
る

　２
年
を
振
り
返
っ
て

　委
員
長
と
し
て
、
議
会
広

報
の
大
切
な
役
割
を
果
た
す

た
め
最
初
に
ど
ん
な
広
報
を

め
ざ
す
か
、
全
員
で
協
議
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
記
事
を

豊
富
に
掲
載
す
べ
く
、
紙
面
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
一
般
質
問
を
１
人
１
ペ
ー
ジ
か
ら
３
人
で
２
ペ
ー

ジ
に
し
、
７
０
０
文
字
を
５
０
０
文
字
に
変
更
し
ま
し

た
。
議
員
全
員
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
議
案
質
疑
の
内

容
や
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
」
か
ら
の
声
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

の
声
、
議
会
の
年
間
サ
イ
ク
ル
、
「
あ
の
質
問
ど
う
な
っ

た
」
な
ど
の
新
し
い
取
組
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
「
声
の
か
け
橋
」
が
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
幸
い
で
す
。
議
会
だ
よ

り
を
ご
覧
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　一
期
後
半
の
２
年
間
も
議

会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を

作
る
た
め
に
、
先
進
地
視
察
に
出
か
け
、
見
る
や
否
や
ダ

メ
出
し
を
食
ら
っ
た
事
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
広
報
委
員
６
人
の
目
の
色
が
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
先
進
地
の
広
報
は
ど
こ
も
議
員
自
ら
足
を
運
び
、

文
章
を
作
り
、
割
り
振
り
等
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を
作
る
に
は
、
私
た

ち
議
員
が
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　こ
の
２
年
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
変
化
を
感
じ

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
広
報
委
員
み
ん
な
睡
眠
時
間
を
削

り
、
汗
を
か
い
た
つ
も
り
で
す
が
。

　今
期
は
他
の
役
職
と
兼
務

に
な
っ
た
事
で
、
日
程
が

度
々
重
な
る
こ
と
と
な
り
委

員
の
皆
さ
ん
に
無
理
を
か
け

て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

市
民
の
方
に
喜
ん
で
読
ん
で
頂
け
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行

が
出
来
た
事
と
、
２
年
の
任
期
を
無
事
に
終
え
ら
れ
る
事

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、「
モ
ニ
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
は
広
報
紙
発
行
の

度
に
、
貴
重
な
感
想
・
ご
意
見
・
提
言
等
を
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
よ

い
議
会
だ
よ
り
「
声
の
か
け
橋
」
の
発
行
の
た
め
に
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　２
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　改
革
と
は
、
何
か
・
・
・

　高
野
委
員
長
の
号
令
に
よ

り
、「
声
の
か
け
橋
」
の
大

幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
断
行
し

た
２
年
間
。
た
り
え
ず
。

　改
革
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
担
当
職
員
よ
り
「
他
市

町
村
は
、
議
員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
気

で
改
革
す
る
な
ら
、
議
会
職
員
に
頼
ら
ず
、
自
ら
動
い
て

く
だ
さ
い
。」
と
、
真
っ
当
な
指
摘
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

私
た
ち
の
戦
い
は
始
ま
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
年
長
の
議

員
に
対
し
臆
す
る
こ
と
な
く
発
言
す
る
職
員
が
い
る
こ
と

に
感
銘
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
の
心
意
気
に
応
え
る
こ

と
こ
そ
が
、「
市
民
に
届
く
。」
議
会
広
報
紙
に
な
る
こ
と

を
信
じ
２
年
間
原
稿
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
感
謝
。

　議
会
と
市
民
の
皆
さ
ん
を

繋
ぐ
「
声
の
か
け
橋
」。
ふ

り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
果

た
し
て
十
分
に
内
容
を
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、

定
例
会
後
の
編
集
作
業
の
度
ご
と
に
自
問
自
答
す
る
日
々

で
し
た
。
幸
い
、
委
員
長
を
始
め
と
し
て
編
集
に
関
す
る

強
者
が
集
ま
り
、
私
も
ほ
か
の
委
員
さ
ん
に
リ
ー
ド
さ
れ

る
形
で
何
と
か
２
年
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
記
事
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
掲
載
さ
れ
、

難
し
い
議
会
用
語
や
時
事
用
語
の
注
釈
も
添
え
、
分
か
り

や
す
さ
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
つ
も
り
で
す
。

　２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
の
２
年
間
を
振
り
返
っ

て
高
野
委
員
長
、
工
藤
副
委

員
長
を
始
め
、
注
釈
を
使
っ

て
様
々
な
専
門
用
語
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
配
置
に
も

こ
だ
わ
り
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
も
市
政
に
よ
り
興
味

が
出
て
き
た
と
の
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
撮
影
も
、
今
ま
で
は
、
議
会
事
務
局
の
職
員
に
任
せ

て
い
ま
し
た
が
、
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
、

自
ら
進
ん
で
写
真
撮
影
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
令
和
７
年
の
第
１
回
定
例
会
号
が
最
後
に
な
る
事
が
、

と
て
も
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、立
派
な「
議
会
だ
よ
り
」

が
で
き
ま
し
た
。
５
月
か
ら
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
新
し
い

議
員
の
方
々
に
は
、
益
々
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
年
を
振
り
返
っ
て

広
報
委
員
を
務
め
た
６
名
か
ら

２年を振り返って

委員長
高野　辰代

副委員長
工藤　秀典

委員
小野　順一

委員
後藤　雅克

委員
原田　健蔵

委員
川野　辰徳

（第89号2025.5）19

〜
お
互
い
を
尊
敬
し
あ
っ
て
〜

　
　
　月
７
日
、
監
査
委

　
　
　員
・
選
挙
管
理
委
員

そ
し
て
議
員
を
交
え
た
「
人

権
研
修
会
」
が
議
会
委
員
会

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「
社
会
を
変
え
る
の
は
私
た

ち
で
す

　お互
い
を
尊
敬

　
（
尊
重
）し
あ
っ
て
」

と
し
て
、
市
役
所
人
権
・
部

落
差
別
解
消
推
進
課
の
園
田

孝
吉
氏
を
昨
年
同
様
、
講
師

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
ず
最
初
に
日
本
国
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
と

は
「
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

永
久
の
権
利
」
で
あ
り
、
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
、
言
い
換
え
る
な
ら

ば
、
未
来
の
人
の
た
め
で
あ

る
こ
と
。

　し
か
し
、
普
段
の
努
力
に

よ
っ
て
保
持
す
る
こ
と
が
で

き
、
努
力
し
な
い
と
無
く
な

る
こ
と
も
あ
り
え
る
こ
と
。

　そ
し
て
こ
の
基
本
的
人
権

は
水
平
社
運
動
と
相
ま
っ
て

自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
と

い
え
ま
す
。

全
国
水
平
社
創
立
理
念

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、

　
　
　
　人間
に
光
あ
れ
」

　今
か
ら
約
百
年
前
に
発
表

さ
れ
た
「
水
平
社
宣
言
」

は
、
お
互
い
を
尊
敬
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

人
々
が
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
温
か
い

社
会
の
実
現
を
願
う
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
大
分
県
で
部
落
差

別
解
消
教
育
（
同
和
教
育
）

が
始
ま
っ
た
の
は
70
年
代
か

ら
で
あ
り
、
ま
だ
50
年
し
か

正
し
い
教
育
が
行
わ
れ
て
い

な
い
現
状
も
知
り
ま
し
た
。

　今
、
子
ど
も
た
ち
は
小
中

学
校
、
高
校
等
で
部
落
差
別

問
題
な
ど
の
正
し
い
学
習
を

し
て
お
り
、
私
た
ち
大
人
こ

そ
、
正
し
い
学
習
を
し
、
人

権
感
覚
を
磨
き
続
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
人
権
研
修
終
了

後
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

に
関
す
る
学
習
も
行
い
、
職

場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て

は
、「
優
越
的
な
関
係
を
背

景
と
し
た
」
言
動
や
「
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
た
」
言
動
、
そ
し
て
、

「
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
」

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　ま
た
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
す
る
と
考
え
ら

れ
る
例
、
し
な
い
と
考
え
ら

れ
る
例
に
つ
い
て
も
学
び
、

お
互
い
を
大
切
に
し
あ
う
言

動
を
と
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

２ 私
た
ち
大
人
こ
そ
正
し
い
学
習
を

議 会 日 誌

１月
・第33回議会広報編集特別委員会

・第１回議会運営委員会

・産業建設常任委員会

・総務常任委員会

・第19回議会活性化委員会

14日(火)

16日(木)

21日(火)

24日(火)

29日(水)

３月
・本会議（議案質疑）

・第21回議会活性化委員会

・総務常任委員会（付託議案審査）

・厚生文教受任委員会（付託議案審査）

・産業建設常任委員会（付託議案審査）

・予算特別委員会（特別会計）

・予算特別委員会（一般会計）

・予算特別委員会（一般会計）

・第１回定例会閉会

・第35回議会広報編集特別委員会

・第36回議会広報編集特別委員会

5日(水)

6日(木)

11日(火)

12日(水)

13日(木)

17日(月)

26日(水)

２月
・第２回議会運営委員会

・議会全員協議会

・第３回議会運営委員会

・第１回定例会議案学習会

・第20回議会活性化委員会

・第34回議会広報編集特別委員会

・第４回議会運営委員会

・第１回定例会開会

・本会議（一般質問）

・本会議（一般質問）

5日(水)

7日(金)

14日(金)

17日(月)

18日(火)

21日(金)

27日(木)

28日(金)

　人権
研
修
会
・
議
会
日
誌

▲人権研修会の様子

人
権
研
修
会

　

 

開
催
さ
れ
る

　２
年
を
振
り
返
っ
て

　委
員
長
と
し
て
、
議
会
広

報
の
大
切
な
役
割
を
果
た
す

た
め
最
初
に
ど
ん
な
広
報
を

め
ざ
す
か
、
全
員
で
協
議
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
記
事
を

豊
富
に
掲
載
す
べ
く
、
紙
面
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
一
般
質
問
を
１
人
１
ペ
ー
ジ
か
ら
３
人
で
２
ペ
ー

ジ
に
し
、
７
０
０
文
字
を
５
０
０
文
字
に
変
更
し
ま
し

た
。
議
員
全
員
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
議
案
質
疑
の
内

容
や
「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
」
か
ら
の
声
、
議
会
モ
ニ
タ
ー

の
声
、
議
会
の
年
間
サ
イ
ク
ル
、
「
あ
の
質
問
ど
う
な
っ

た
」
な
ど
の
新
し
い
取
組
が
で
き
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
「
声
の
か
け
橋
」
が
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
る
と
幸
い
で
す
。
議
会
だ
よ

り
を
ご
覧
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　一
期
後
半
の
２
年
間
も
議

会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を

作
る
た
め
に
、
先
進
地
視
察
に
出
か
け
、
見
る
や
否
や
ダ

メ
出
し
を
食
ら
っ
た
事
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
広
報
委
員
６
人
の
目
の
色
が
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
先
進
地
の
広
報
は
ど
こ
も
議
員
自
ら
足
を
運
び
、

文
章
を
作
り
、
割
り
振
り
等
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
を
作
る
に
は
、
私
た

ち
議
員
が
汗
を
か
か
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　こ
の
２
年
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
変
化
を
感
じ

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
広
報
委
員
み
ん
な
睡
眠
時
間
を
削

り
、
汗
を
か
い
た
つ
も
り
で
す
が
。

　今
期
は
他
の
役
職
と
兼
務

に
な
っ
た
事
で
、
日
程
が

度
々
重
な
る
こ
と
と
な
り
委

員
の
皆
さ
ん
に
無
理
を
か
け

て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

市
民
の
方
に
喜
ん
で
読
ん
で
頂
け
る
議
会
だ
よ
り
の
発
行

が
出
来
た
事
と
、
２
年
の
任
期
を
無
事
に
終
え
ら
れ
る
事

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、「
モ
ニ
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
は
広
報
紙
発
行
の

度
に
、
貴
重
な
感
想
・
ご
意
見
・
提
言
等
を
い
た
だ
き
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
よ

い
議
会
だ
よ
り
「
声
の
か
け
橋
」
の
発
行
の
た
め
に
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　２
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　改
革
と
は
、
何
か
・
・
・

　高
野
委
員
長
の
号
令
に
よ

り
、「
声
の
か
け
橋
」
の
大

幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
断
行
し

た
２
年
間
。
た
り
え
ず
。

　改
革
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
担
当
職
員
よ
り
「
他
市

町
村
は
、
議
員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
本
気

で
改
革
す
る
な
ら
、
議
会
職
員
に
頼
ら
ず
、
自
ら
動
い
て

く
だ
さ
い
。」
と
、
真
っ
当
な
指
摘
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
、

私
た
ち
の
戦
い
は
始
ま
り
ま
し
た
。
何
よ
り
、
年
長
の
議

員
に
対
し
臆
す
る
こ
と
な
く
発
言
す
る
職
員
が
い
る
こ
と

に
感
銘
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
の
心
意
気
に
応
え
る
こ

と
こ
そ
が
、「
市
民
に
届
く
。」
議
会
広
報
紙
に
な
る
こ
と

を
信
じ
２
年
間
原
稿
を
書
き
続
け
ま
し
た
。
感
謝
。

　議
会
と
市
民
の
皆
さ
ん
を

繋
ぐ
「
声
の
か
け
橋
」。
ふ

り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
果

た
し
て
十
分
に
内
容
を
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
、

定
例
会
後
の
編
集
作
業
の
度
ご
と
に
自
問
自
答
す
る
日
々

で
し
た
。
幸
い
、
委
員
長
を
始
め
と
し
て
編
集
に
関
す
る

強
者
が
集
ま
り
、
私
も
ほ
か
の
委
員
さ
ん
に
リ
ー
ド
さ
れ

る
形
で
何
と
か
２
年
間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
記
事
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
掲
載
さ
れ
、

難
し
い
議
会
用
語
や
時
事
用
語
の
注
釈
も
添
え
、
分
か
り

や
す
さ
に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
つ
も
り
で
す
。

　２
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
の
２
年
間
を
振
り
返
っ

て
高
野
委
員
長
、
工
藤
副
委

員
長
を
始
め
、
注
釈
を
使
っ

て
様
々
な
専
門
用
語
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
配
置
に
も

こ
だ
わ
り
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
も
市
政
に
よ
り
興
味

が
出
て
き
た
と
の
お
褒
め
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
撮
影
も
、
今
ま
で
は
、
議
会
事
務
局
の
職
員
に
任
せ

て
い
ま
し
た
が
、
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
、

自
ら
進
ん
で
写
真
撮
影
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
令
和
７
年
の
第
１
回
定
例
会
号
が
最
後
に
な
る
事
が
、

と
て
も
寂
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、立
派
な「
議
会
だ
よ
り
」

が
で
き
ま
し
た
。
５
月
か
ら
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
新
し
い

議
員
の
方
々
に
は
、
益
々
良
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
年
を
振
り
返
っ
て

広
報
委
員
を
務
め
た
６
名
か
ら

２年を振り返って

委員長
高野　辰代

副委員長
工藤　秀典

委員
小野　順一

委員
後藤　雅克

委員
原田　健蔵

委員
川野　辰徳
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第
89号

令
和

７
年

５
月

１
日

発
行

発
行

：
大

分
県

豊
後

大
野

市
議

会
編

集
：

議
会

広
報

編
集

特
別

委
員

会
W

EBで
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TEL 0974 -22 -1026 FA
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豊
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議
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　三重第一小学校には、３本のくすの木、通称「サンクスの木」があります。サ
ンクスは、感謝やありがとうという意味です。「サンクスの花」の活動では、花
の紙に感謝の気持ちを書いて伝えます。私は、友だちが頑張っていたことなどを
書いています。友だちから「書いてくれてありがとう」と言われて嬉しい気持ち
になりました。他にも、私たちの学校には、サンクスチャレンジ集会（サンチャ
レ）やお別れサンクスフェスティバル（サンフェス）等の集会があります。サン
チャレは、３～６年生がクラスごとにお化け屋敷や魚釣りなどのお店を出して、
全校で楽しむ集会です。昨年私は、お化け屋敷を出して、みんなが盛り上がって
くれたので嬉しかったです。サンフェスでは、５年生が劇や遊びを考え、１～５
年生がお世話になった６年生を楽しませる集会です。これからも様々な集会や学
校生活の中で、みんなでサンクスの気持ちを伝え合いながら活動したいです。

児童・生徒の思いを紹介

サンクスの気持ちを伝え合う第一っ子

　三重中学校では、後期の間、３分前入
室・２分前着席・１分前黙想を行う、
３・２・１GO礼や授業中の私語ゼロの
徹底、あいさつを呼びかける三年坂チャ
レンジなど、各専門委員会を中心に様々
な活動に取り組みました。まだまだ完璧
とは言えませんが、一歩ずつ県下一に近
づいていると実感しています。僕は、こ
の「県下一」という目標が、三重中学校
の伝統であり、誇りであり、魅力である
と思っています。これからも三重中の目標である「県下一」の三重
中学校にもっと近づけられるように、頑張っていきます。
　また、三重中学校は令和７年度から小中一貫校になり、三重学園
に生まれ変わります。三重学園になるにあたり、どのような学園に
していきたいかについて、生徒会のメンバーで考えました。する
と、みんなの期待が高まるような思いがたくさん出てきました。こ
れからはみんなで県下一を誇れる学園になっていけるよう、頑張っ
ていきたいです。

県下一への道　
い
よ
い
よ
こ
の
６
人
の
議
員
プ
ラ
ス
議
会
事

務
局
２
名
と
つ
く
り
上
げ
て
き
た
「
議
会
だ
よ

り
」
も
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。
紙
面
に
は
あ

ら
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
白
熱
し
た
や
り
と
り
の
連

続
で
し
た
。
次
号
か
ら
は
新
し
い
議
員
、
委
員

さ
ん
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
愛
読
お
願

い
致
し
ま
す
。
最
後
に
、
毎
号
意
見
を
い
た
だ

い
た
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
（
工
藤
）

議会を傍聴してみませんか？

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

高
野
　
辰
代

工
藤
　
秀
典

小
野
　
順
一

後
藤
　
雅
克

原
田
　
健
蔵

川
野
　
辰
徳

編
集
後
記

次回の定例会は、
6月頃に開会予定です。

※文章は３月に提供していただいたもので、学年は現在のものです。

みとせざか

三重学園三重第一小学校６年

清水　渚
しみず なぎさ

三重学園三重中学校 9年

佐藤　季
さとう とき
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